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２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
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設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
新構造設計特記仕様　その１ ００１

規準図修正追記

■　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

（レテ゛ィーミクストコンクリート　　ＪＩＳ　Ｑ　１００１、ＪＩＳ　Ｑ　１０１１、ＪＩＳ　Ａ　５３０８）

新構造設計特記仕様　その１ ・修正箇所は下線を引くこと
　摘要は　□　印を記入する

１．本仕様の適用範囲

（１）本仕様の適用範囲

ＪＩＳ　Ｇ　３１１２に規定するＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５、ＳＤ３９０およびＳＤ４９０の鉄筋コンクリート用

棒鋼を用いる高さが　６０ｍ　以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等の建築物の設計および

工事に適用する。

（２）仕様等の優先順位
設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

①特記仕様書

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

２．建築物の構造内容

（１）建築場所

（２）工事種別

（３）構造設計一級建築士の関与

（４）階数

（５）構造種別
構　造　種　別 該　当　階　等 架構特徴等

□鉄骨鉄筋コンクリート造　　（ＳＲＣ）

ＲＣ）

Ｓ）

　基礎　　　階～　　階

　　　　　　階～　　階

　　　　　　階～　　階

□

□

□ □

□

□

□免震建物

□制震建物

□搭状建物

（６）主要用途

（７）屋上付属物
ＫＮ　□高架水槽　　　ＫＮ　□広告塔　　　ＫＮ　□煙突　　　ｍ

□太陽光発電設備　　　　□　　　　　　　　　□　　　　　　　　□

（８）設計荷重
（ａ）主な積載荷重

室　　　　名 床　　用 架　構　用 地　震　用

（Ｎ／㎡）

（ｂ）１次設計用地震力

（ｃ）風荷重

（ｄ）積雪荷重

（ｅ）特殊の荷重および仕上げ材

Ｃｏ＝　　　　　　Ｚ＝　　　　　　　Ｒｔ＝　　　　　　　Ｋ（地下）＝

地表面粗度区分　　　　　　　　　基準風速　Ｖｏ＝　　　　ｍ／ｓｅｃ

ｃｍ ＫＮ／㎡　　□

　　　基　　□受水槽　　　　　　ＫＮ　　□エスカレーター

□　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　□

（９）構造計算ルート

（１０）一次設計用層間変形角

（１１）付帯工事

（１２）特定天井

）屋根、床、壁

Ｘ方向ルート　　－（　　）　　Ｙ方向ルート　　－（　　）

Ｘ方向　　　１／ ｒａｄ Ｙ方向　　　１／ ｒａｄ

地下　　階　　地上　　　階　　　　塔屋　　階

地下　　階　　地上　　　階　　　　塔屋　　階

地下　　階　　地上　　　階　　　　塔屋　　階

　本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が１８Ｎ／㎡　６０Ｎ／㎡以下のコンクリートと、

２０条第二号（□ＲＣ造高さ　２０ｍ Ｓ造 階建以上　□木造高さ　１３　ｍ

３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

（１）コンクリート
適 用 箇 所 設計基準強度 品質基準強度 スランプ　ｃｍ 比　重

備　考
階 部　位 Ｆｃ＝Ｎ／ｍｍｕ２ Ｆｑ＝Ｎ／ｍｍｕ２ （スランフ゜フロー） γ＝ＫＮ／ｍｕ３

□柱　　□壁　　□
□梁　　□床版　□

□柱　　□梁　　□壁

□床版　□　　　□

□柱　　□梁　　□壁
□床版　□　　　□

□柱　　□梁　　□壁

□柱　　□梁　　□壁

□柱　　□梁　　□壁

□　　　□

土間コンクリート

捨てコンクリート

※本仕様適用外

※本仕様適用外

セメントの種類

□邸熱ポルトランドセメント　□

２８日　　□５６日　　□９１日　　□　　　）

１８５Ｋｇ／ｍｕ３ 以下　　　□１７５Ｋｇ／ｍｕ３ 以下　　　□

２７０Ｋｇ／ｍｕ３ 以上　　　□

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

単位水量

単位セメント量

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

ＡＥ減水剤　　　　　　□高性能減水剤　　　□

□　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　□

％以下　　　　　 □３．０％以下　 　　　□

０．３Ｋｇ／ｍｕ３ 以下　　　　□　　　　　　　　　□

６５％以下　　　　　　□５０％以下　　　　　□

（２）コンクリートブロック

（３）鉄筋

□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種　厚 □１００　□１２０　□１５０　□１９０　使用箇所（□　　 　□　　　 ）

鉄　　筋 種　類 使用径ｍｍ 使 用 箇 所 備　考

異 形 鉄 筋

（ＪＩＳ　Ｇ　３１１２）

高強度せん断補強筋

溶 接 金 網

（ＪＩＳ　Ｇ　３５５１） □

□

□

□

　ＳＤ２９５　Ａ

□　ＳＤ２９５　Ｂ

　ＳＤ３４５

□　ＳＤ３９０

□　ＳＤ４９０

□　６８５

□　１２７５

□　７８５

□溶接継手

□機械式継手

□機械式定着工法

□大臣認定番号

ＭＳＲＢ－　　　

注２）　各継手の使用詳細については本仕様その２の９．（２）鉄筋の項の鉄筋継手の項に□にて表示すること。

注１）　ＳＤ４９０をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

（４）鉄　骨
種　　類 使用箇所 現場溶接 ＪＩＳ規格・認定番号

□ＳＮ４００Ｂ　　　□ＳＮ４００Ｃ

ＳＮ４９０Ｂ ＳＮ４９０Ｃ　　　□

□ 　　□

□ＳＭ４００Ａ □ＳＭ４９０Ａ　　　□

ＢＣＲ２９５ □ＢＣＰ２３５　　　□ＢＣＰ３２５

□ □ＳＴＫＲ４９０　　　□

ＳＳＣ４００ □ 　　□

□ □ 　　□

□ □ 　　□

溶接材料　　 □　 　　　　□

□ □ 　　□

□有 □無

□有

□有 □無

□有 □無

□有

　ＪＩＳ　Ｇ　３１３６

　ＪＩＳ　Ｇ　３１３６

　ＪＩＳ　Ｇ　３１０１

　ＪＩＳ　Ｇ　３１０６

　ＪＩＳ　Ｇ　３４６６

　ＪＩＳ　Ｇ　３３５０

　ＪＩＳ　Ｚ

（５）ボルト等

ＪＩＳ　Ｂ１１８０） Ｍ Ｍ ４．８（４Ｔ）　□　　　　　□

ＪＩＳ　Ｂ１１９８）

Ｆ１０Ｔ（ＪＩＳ　Ｂ１１８６） Ｓ１０Ｔ

□

Ｌ＝　　　　　　ｍｍ

Φ＝　　　　　　Ｌ＝　　　　　　　ｍｍ

Φ＝　　　　　　Ｌ＝　　　　　　　ｍｍ　　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

４．地　盤

（１）地盤調査資料と調査計画

調　査　項　目 調査計画 調査項目資料有り 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

　スウェーテ゛ン式サウンテ゛ィンク゛

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

注）上記表中の資料があるもの、調査計画があるものに○を記入する。

（２）ボーリング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）

深

度
土　質

Ｎ

値

標準貫入試験

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

　ＧＬ　－　　　　　ｍ

　計画地番とは約　　　ｍの距離がある

○備考（土質試験の内容等）

　□

　□

注）地盤調査および試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

５．地業工事

６．鉄骨工事（施工方法等計画書）

（１）直接基礎

（２）地盤改良

（３）杭基礎

深さ 、支持層　－　　　　、長期許容支持力度　　　　ＫＮ／

深さ ｍ、長期許容支持力度　　　　ＫＮ／㎡　　　　　　　　　

注）「建築物のための改良地盤の設計および品質管理指針：日本建築センター 」を参考とする

支持層　－

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　　考

□場所打ち

コンクリート杭

　コンクリートＦｃ　　　　　Ｎ／ｍｍｕ２

　スランプ　　　　　　　　　ｃｍ以下

　セメント量 Ｋｇ／ｍｕ３

　単位水量　　　　　　　　　Ｋｇ／ｍｕ３

□オールケーシング

□リバースサーキュレーション

□アースドリル

□拡底杭　　　　□拡頭・拡底杭

□鋼管補強杭　　□

□深礎　　　　□手掘

　　　　　　　□機械堀

　　　　　　　認定

第　　　　　　　号

　　年　　月　　日

備　　考施　工　法既製杭・杭種 種　　類 材　　料

　□　ＰＲＣ

　□　ＰＨＣ

　□　ＳＣ

□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□

□Ａ種　 □Ｂ種 　□Ｃ種 　□

□ □

□埋め込み

□打ち込み

鋼材□

鋼材□

コンクリート□ＦＣ８５

コンクリート□ＦＣ１０５

杭径（ｍｍ） 設計支持力（ＫＮ） 杭の先端深さ（ｍ） 本　数 特 記 事 項

（１）鉄骨工事は指示の無い限り下記による

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査

（６）防錆塗装

（７）耐火被覆の材料

２０１５年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

：補強マニュアル」

※－社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート」

Ｓ Ｈ Ｍ Ｒ Ｊ　グレード　（　　　）登録　Ｔ１ Ｔ２ Ｔ３　ランク）

１２年建設省告示第１４６４号第二号イ、ロ

□　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

検　査　箇　所 検　査　方　法
検査率または検査数

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者
備　　考

（突合せ溶接）

外観検査（※）

超音波探傷検査

　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個 　　　　％ 個 　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個

　　　　％ 個

個個 個

肉質

　（注）
検査

□硬さ試験

□示温塗料検査

マクロ試験・その他

外観検査（※）

※平成１２年建設省告示

第１４６４号第二号による

（目視および計測）

　（注）　東京都の要綱に

基づき必要となる建築

物の場合に実施する

第三者検査機関名 （都知事登録　　　　　　号）

検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者または工事施工者が、受入検査を代行させるために自ら契約した

　□

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主等に報告すること

　軸力導入試験　　□要　　□否　　　　高力ボルトすべり係数試験　　□要　　□否

　　ペイントは、□ＪＩＳ　Ｋ　５６２１、□ＪＩＳ　Ｋ　５６２５ ＪＩＳ　Ｋ　５６７４、□　　　　　　　　　（フォースター　Ｆ☆☆☆☆）

　　を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

　　使用し、２回塗りとする。

７．設備関係

□

□ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造・石造・コンクリートフ゛ロック造又は無筋コンクリート造の場合は

□ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、該当貫通部分に配管スリーフ゛を設けるなど有効な管の

損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し又は固定する場合においては、つり金物又は防振コ゛ムを用いる等有効な地震その他の振動及び

衝撃の緩和のための措置を講ずること。

■　建築設備　昇降機を除く　建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

屋上から突出する水槽・煙突・冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な

部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

鉄製の支枠を設けたものを除き、９０ｃｍ以下とすること

又は厚さ２５ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造・石造若しくはコンクリートフ゛ロック造とすること。

８．その他

昇降機については平２５国交告第１０４７号に適合する構造方法による。

□

建設省告示第１３８９号により風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものにすること。

法２０条第一号から三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽・煙突その他これらに類するものにあっては、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

管を支持し又は固定する場合においては、つり金物又は防振コ゛ムを用いる等有効な地震その他の振動及び

給湯設備は

周囲に丈夫な囲いを設けること。

地震時の転倒、移動等により人が危害を受けるおそれがないこと。

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■鉄骨造　　　　　　　　　　（

■鉄筋コンクリート造　　　　（

１

■垂直積雪量　　　　　　　 　　　■設計用積雪荷重　　　　　　

１．０ １．０ ０．１

■

■ １８

■１ ■基礎　■地中梁

■

■ １８

■

■

■

■

■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント

■

■

■水道水　　■地下水　　　□工業用水　□

養生（■標準　　■現場水中　　■現場封かん　　□　　　　　）

■

■砂　　　　■山砂　　　　■砕砂　　　□

■砂利　　　■砕石　　　　□　　　　　□

材齢（■

■

■

■

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上 地中梁・柱

地中梁・柱・床・腰壁

■ ■

■

ＳＴＫＲ４００　

■

ＳＳ４００■

ＳＮ４００Ａ□

梁・ＧＰＬ

ＢＰＬ・ダイアフラム

柱

二次部材

■高力ボルト

■ボルト（

■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）

　　　　■

■重ね継手

■ガス圧接継手

■　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■　－社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

■　日本建築学会「ＪＡＳＳ６　

■製作工場　　　　　　□製作要領書　　　■工作図　　　■施工計画書

■　鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

■認定または登録工場（大臣認定　

■材料規格証明書※、または試験成績書

■鋼材　　■高力ボルト　　■特殊ボルト　　□頭付スタッド

■社内検査表　　　　　□　　　　　　　　　　　　□

（■以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

■現寸検査　　■組立・開先検査　　■製品検査　　■建方検査　　□

■　平成

■　日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

■　日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

　■完全溶込み溶接部 １００

１００

３０

３０

３０

３０

１００

■　高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

　■　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、供回り等の異常が無いことを確認する。

　■　トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破談を確認する。

■

４．５■

■

●調査地番

□有　　　■無

　ついてのコメント

１８

孔内水平載荷試験

㎡

１５

１５

２１ ２１

人乗り

１００

　□

　□

大臣認定品

□有 ■無

■無

■無

超　□その他）

２０条第四号

Ｍ

○ ○

衝撃緩和のための処置を講ずること。

■必要　　　□必要としない

０．２

３ ３

　■その他溶接部

■ 　　　ナット（□シングル、■ダブル）

ｍ

□ベタ基礎　　　□布基礎　　　■独立基礎　　　試験堀　□有　□無

□法第

■法第

□頭付スタッド（

載荷試験　□有　□無

１００ １００

２９００

（１３
材　　種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

押出成形セメント版

　厚

Ｈ＝　　　　　　厚

　型式　　　　　 厚

□ハーフＰｃａ版　　　□Ｐｃａ版

特殊デッキプレート 大臣認定（　　　）

折　板

□壁　　□床版 □

　ＡＬＣ　　　（ＪＩＳ　Ａ　５４１６）
■壁　　□床版 ■ロッキング　　□　厚

　厚

１００

　厚

ＳＴＫ４９０

■　溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

■ ※

９００ ６５０ ３００

２４００ １３００

□壁　　□床版 □敷設筋工法

ＥＺ５０ １．２

２ ■床版　□　　　□
■ ■２１ ２１ ■ １８

■６φ－１５０×１５０ デッキスラブ

　　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

ＥＡＺＥＴ工法

●近隣データの調査地番と

●孔内水位

●支持地盤、地層および深さに

○位置図

２１ ２１

３０ ６００

□エレベーター　　　　　

２

□キュービクル　　　

■事務所　　□共同住宅　　□店舗　　□病院　　□倉庫　　□工場　　　■駐車場　　　

Ⅱ ３６

□ □

■溶融亜鉛めっき高力ボルト　

２０ ４００

□

　大臣認定番号（　　　　　）

　大臣認定番号（　　　　　）

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２、□Ｍ２４、□　　）、■（■

、□Ｍ２０、□Ｍ２２、□Ｍ２４、□　　）Ｍ１６□（

、□

超　□

３５００ ３２００ ２１００

屋　根

事務所屋上

１Ｆ事務所

外部階段

１Ｆごみ積み替え場所 ７１００ ５５００１０５００

□門塀　　　□擁壁　　　□駐車場　　　□機械式駐車場 ■トラックスケール

１６０ ０．８ ■屋根　□壁 ■フッ素アルミ亜鉛合金めっき鋼板

□屋根　■床版 ■めっき Ｚ２７

Ｍ３６ ※ベースパック使用部材

□床版　□　　　□

□床版　□　　　□

■床版　■梁　　■腰壁

□有 ■無

Ｆ８Ｔ

■有　　（■敷地内　□近隣）　　　□無　　（調査計画　□有　■無）

□　防錆塗料の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面およびコンクリートで被覆される以外の部分とする。さび止め

□　現場における高力ボルト接合部および接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じさび止めペイントを

□

－２０１８

　□　鋼管 □ □

□浅層混合処理工法　　■深層混合処理工法　　（テノコラム工法）

杭仕様　　□施工計画承認　　□杭施工結果報告書

試験杭　（□有　□無）　　（□回転貫入・□載荷・□孔壁測定）　　　　本

３００ 載荷試験　□有　■無

ＳＧＬ－１．２５

ＳＧＬ－３．８０

基礎下端▽

▽ＳＧＬ

▽改良下端

ＳＧＬ－１．２５ｍ

（ＴＰ＋６．１５）

ＳＧＬ－１．１５ｍ

ＳＧＬ－３．８０ｍ

柱状改良杭

※　全ての鉄骨部材は溶融亜鉛メッキ仕様とする。

□新築　　　■増築　　　□改築　　　　　□　　　　　□

０ （２）１

ＳＧＬ－１．３５

２３９ ２５５

（建築設備の構造強度に関する特記仕様書）
令１２９条の２の４の事項 ※該当する場合は■とする。

建築物に設ける建築設備にあっては構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

（ ）

０

１０

１

２

３

４

１０

１１

１２

１３

１４

１５ ５０

５０

５０

５０

５０

２．８０

５．７０

１０．２０

１４．３０

表　土

細　砂

細　砂

礫混り細砂

５

６

７

８

９

６

３８

５０

５０

１０

２９

３８

４５

５０

３７

茨城県鹿島郡波崎町豊ヶ浜９６０２

当該敷地の４か所の調査資料の内、建屋に最も

近いＮＯ．４の柱状図を採用する。

上部より２．８０ｍまでは表土層でその下部の

Ｎ値３０～５０以上の細砂層を支持層とする。

４．９５

※（　）内は構造モデル化上

茨城県神栖市波崎９６０２

４６
０

１，
２５

０
２，

５５
０

２，
６５

０
１ ，

１５
０

２５０６１６



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
新構造設計特記仕様　その２

００２

９．鉄筋コンクリート工事

新構造設計特記仕様　その２

ｄＨＦｄｍ ：高強度コンクリートの調合管理強度　

・修正箇所は下線を引くこと
　摘要は　□　印を記入する

（１）コンクリート
　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、ＪＡＳＳ　５　２０１５　による。

（ａ）コンクリートの仕様

　本仕様書では、ＪＡＳＳ　５に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ

　ート」と定義し、表９．に示す様に設計基準強度が

の３節～１１節を適用し、 を超えるコンクリートについてはＪＡＳＳ５の１７節（高強度コンクリ

　ート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める

　調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表９．２に示す

ＪＩＳ規格外となる場合は、法第３７条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

　軽量コンクリートについてはＪＡＳＳ　５の１４節によること。

（ｂ）品質と施工

表９．１　コンクリート圧縮強度（ に応じた仕様書の使い分け

ＪＡＳＳ　５での区分

設計基準強度　Ｆｃ １８ ２１ ２４ ２７ ３０ ３３ ３６ ３９ ４２ ４５ ４８ ５１ ５４ ５７ ６０

普通コンクリート 高強度コンクリート

調合管理強度

呼び強度（ＪＩＳ規格品）

２１ ２４ ２７ ３０ ３３ ３６ ３９ ４２ ４５ ４８ ５１ ５４ ５７ ６０

２１ ２４ ２７ ３０ ３３ ３６ ３９ ４２ ４５ ４８ ５１ ５４ ５７ ６０

表９．２　レディーミクストコンクリートのＪＩＳ規格品　

６０超

※

※印は規格外

　　□標準　　　　□長期　　　　□超長期

ＪＩＳ　Ａ　５３０８（レディーミクストコンクリート）に適合するＪＩＳ認定工場の製品

　　とする。

□　設計基準強度が を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第３７条第二号によって国土

　　交通大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

　　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると

　　認められる技術者が常駐していなければならない。

　　し、工事監理者の承認を得ること。

□　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

５０ｃｍ以下、設計基準強度が 以上の場合はスランプ２３ｃｍ以下またはスランプフロー

６０ｃｍ以下とし、特記による

　　設計基準強度が 超 未満の場合はスランプ２１ｃｍ以下またはスランプフロー

以下とする。

１２０分を限度とする。

３日以上とする。

、打込み前に十分な水湿しを行う。

（ｃ）調合および構造体コンクリート強度

ｉ）高強度コンクリート

□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による特記の無い場合は２８日とする。

□　構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記の無い場合は９１日とする。

□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

　　　① 標準養生した供試体によるばあい、調合強度を定めるための基準とする材齢において

調合管理強度以上とする。

　　　② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において

設計基準強度に 加えた値以上とする。

□　調合管理強度は、以下による。

□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよう定める。

ｄＨＦｄｍ ＝Ｆｃ　＋

Ｆｃ：コンクリートの設計基準強度　

ｄｍＳｄｎ ：高強度コンクリートの構造体強度補正値で　ＪＡＳＳ　５　による。

ｄＨＦ　 ≧　ｄＨＦｄｍ　 ＋　１．７３σｄＨ

ｄＨＦ　 ≧　０．８５　ｄＨＦｄｍ　 ＋　３σｄＨ

ｄＨＦ ：高強度コンクリートの調合強度　

　　σｄＨ ：高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差　

　　　　コンクリート工場の実績による。実績が無い場合は、０．１（Ｆｃ＋ｄｍＳｄｎ） とする。

ｉｉ）普通コンクリート

９．３を満足すれば合格とする。

２８日とする。

表９．３　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

供試体の養生方法

標準養生

コ　　ア

試験材齢 判定基準

２８　日

９１　日

Ｘ　≧　Ｆｄｍ

Ｘ　≧　Ｆｄｑ

　ただし、Ｘ　：１回の試験における３個の供試体の圧縮強度の平均値

Ｆｄｍ ：コンクリートの調合管理強度

Ｆｄｑ ：コンクリートの品質基準強度

　［注］　（１）　早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

（２）　工事監理者の承認を得て、供試体成形後、翌日までは２０±１０℃の日光および風が直接

　　　　　当たらない箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

＊標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

　　その場合の判定基準は材齢２８日までの平均気温が２０℃以上の場合は、３個の供試体の圧縮強度

　　の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が２０℃未満の場合は、３個の供試体の圧縮強度

＊コアの供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

　　その場合の判定基準は材齢２８日を超え９１日以内のｎ日において３個の供試体の圧縮強度の平均値

　　から　３Ｎ／ｍｍｕ２ を減じた値が品質強度以上であれば合格とする。

調合管理強度は、以下による。

Ｆ　≧　Ｆｄｍ　 ＋　１．７３σｄＨ

Ｆ　≧　０．８５　Ｆｄｍ　 ＋　３σ

Ｆ　：コンクリートの調合強度　

　σ：使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差

Ｆｄｍ 　＝Ｆｑ　＋

Ｆｄｍ ：コンクリートの調合管理強度　

Ｆｄｑ ：コンクリートの品質基準強度　

ｄｍＳｄｎ ：標準養生した供試体の材齢　ｍ日における圧縮強度と構造体コンクリートの　ｎ日に

　　　　　　おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　

調合強度は標準養生した供試体の材齢　ｍ日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を

　満足するように定める。調合強度を定める材齢　ｍ日は、原則として２８日とする。

　　　　　　リートの工場の実績による。実績の無い場合は 、または０．１Ｆｍの大きい

　　　　　　方の値とする。

（ｄ） 検査

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（－財）国土開発技術センター

の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

に撮影した写真（カラー）を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合

１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その

　平均値を試験値とする。

スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが　８ｃｍ以上１８ｃｍ以下の場合±２．５ｃｍ、

　２１ｃｍの場合±１．５ｃｍ（呼び強度２７以上で高性能ＡＥ減水剤を使用する場合は±２ｃｍ）とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが１８ｃｍ以下の場合±２．５ｃｍ、２１ｃｍ以上の場合±２ｃｍとし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが５０ｃｍ以下の時は±７．５ｃｍ、５０ｃｍを超えるとき

は±１０ｃｍとする。

（２）鉄　筋

鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継ぎ手によることとし、鉄筋径と

使用箇所を定め特記による。

表９．４　鉄筋の継手

鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

（１）引張力最小部位
（２）　（１）以外の部位 （注） 鉄筋の径 使用箇所

□　溶接継手

□　機械式継手

　　標準図による

１４６３号第２項各号

　□　告示１４６３号第３項各号

　□　告示１４６３号第４項各号

□

□

□ □ □

□

Ａ　級 Ｂ　級 ＳＡ級

　Ｄ（　　　）以下

　Ｄ（　　　）以上

□　Ｄ（　　　）以上

□　Ｄ（　　　）以上

注）（１）以外の部位に設ける継手は、平成１２年告示第１４６３号ただし書きに基づき日本鉄筋継手協会、

　　日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

　　使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書　２０１５）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様

書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者

の承認を受ける。

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け・

覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理

者に提出し、承認を受ける。

□ 機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

を用いる。

（３）かぶり厚さ

（４）型　枠

継手部の検査方法

　各継手工法ごとの検査は平１２建告１４６３号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋

継手協会の仕様書を参照のこと。

表９．５　継手の検査

　　継手方法

　　ガス圧接

　　溶　　接

　　機 械 式

１

３

２

　　外観検査 引 張 試 験 超音波探傷試験

　□有　　　　　％

　□有　　　　　％

　□有　□無　　　　％　　　　個 　□有　□無　　　　％　　　　個

　□有　□無　　　　％　　　　個

　ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験

も併用し、１回の引張試験は、５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一中にに作業した

圧接箇所で２００箇所程度とする。）

□ 鉄筋の継手の試験・検査は、「要項」第４条の試験機関、または第８条の検査機関で行うこと。

最小かぶり厚さは、表９．６に規定する設計かぶり厚さを１０ｍｍ減じた値とする。

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表９．６以上の値とする。

表９．６　設計かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

構造体の計画共用期間の級 超長期

部材の種類

構造部材

非構造部材

柱・梁・耐力壁

床スラブ・屋根スラブ

構造部材と同等の耐久性を

要求する部材

計画共用期間中に維持保全

を行う部材

　　屋　　内 　　屋　　外 　　屋　　外　　屋　　内

４０

３０

３０

３０

４０

４０

４０

５０ ４０

４０

４０

５０

５０

５０

　（３０） 　（４０）

５０

７０

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

基礎、擁壁の基礎・底版

注）（１）　計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じて

　　　定める。

　（２）　計画共用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では、

　　　　設計かぶり厚さを１０ｍｍ減じることができる。

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第７９条に規定

する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

講じれば上記によらなくても良い。

型枠および支保工の存置期間は、昭和６３年建告第１６５５号に基づき下表による。

昭和４６年建設省告示第１１０号（昭和６３年改正建設省告示第１６５５号）

種 類 せ　き　板 支　　柱
部

位

セメント

の種類

の平均気温

存置期間

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下 スラブ下 梁下

コンク
リート
の材齢
（日）

　１５℃以上

　５℃未満

　５℃から１５℃

コンクリートの
圧縮強度

ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
早強ポルト普通ポルト 普通ポルト 普通ポルト早強ポルト 早強ポルト

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント

高炉セメント

普通ポルト
ランドセメント

シリカセメント シリカセメント シリカセメント

シリカセメント

Ａ種

Ａ種 Ａ種 Ａ種

Ａ種 Ａ種

Ａ種

Ａ種

表９．７　型枠存置日数

　　　２

　　　３

　　　５

　　　３

　　　５

　　　８

　　　４

　　　６

　　　６ 　　　８

１０ １６

１０ １２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

※ ５．０ 設計基準強度の５０％
設計基準強度の

８５％ １００％

※　　ＪＡＳＳ　５では普通コンクリートの場合計画共用期間の級が標準にあっては 以上、長期および超長期の場合

　　は 以上、または高強度コンクリートの場合は 以上。

　　　に行うこと。

注）１ 片持ばり、庇．スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の承認による。

注）２ 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）３ 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４ 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５ 支柱の盛替えは、小梁が終つてから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って 盛替えをしてはならない。

注）６ 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。

注）７ 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないよう

て材齢２８日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い

ごとに３個の供試体を用いて行う。３回の試験で１検査ロットを構成する。

高強度コンクリートでは、打込み日かつ ごとに検査ロットを構成して行う。１検査ロット

における試験回数は、３回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の３台のトラックアジテータ

から採取した合計９個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法

は標準養生とする。

かつ１５０ｍｕ３ またはその端数ごとに１回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた、３台の運搬車

から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。

高強度コンクリートでは、打込み日、打込み工区かつ ごとに行う。検査には適当な間隔を

あけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる

供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、ＪＡＳＳ　５　による。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、（Ｃ）調合および構造体コンクリート強度による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」

第４条の試験機関で行うこと。

　　　　試験・検査機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　　号）

　　　　代行業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（登録番号　　　　　　　号）

　　　代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

（ｂ）検査

　　　　試験・検査機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都知事登録　　　　　　号）

構造配筋標準図（１）～（３）」による。

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリート

□ 高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第３７条の材料認定を受けたものを用いる。

格子は、ＪＩＳ　Ｇ　３５５１（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ　３１１２（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋

（ａ）施工

■　構造体の計画試用期間の級は特記による。特記がな無い場合は標準とする。

■　コンクリートは

■　レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン

■　施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画・施工計画・品質管理計画書を作成

■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として

■　構造体コンクリート強度は表

３６Ｎ／ｍｍ２

３６Ｎ／ｍｍ２

以下のコンクリートについては　ＪＡＳＳ５

Ｎ／ｍｍ２）

（Ｎ／ｍｍ２）

３６Ｎ／ｍｍ２

３６Ｎ／ｍｍ２

３６Ｎ／ｍｍ２ ４５Ｎ／ｍｍ２

４５Ｎ／ｍｍ２

以下、３３Ｎ／ｍｍ２ 以上の場合スランプ２１ｃｍ以下、３３Ｎ／ｍｍ２ 未満の場合スランプ１８ｃｍ以下とし

０．３Ｋｇ／ｍ３

３Ｎ／ｍｍ２

ｄｍＳｄｎ　（Ｎ／ｍｍ２ ）

（Ｎ／ｍｍ２ ）

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

）

）

）

）

）　で、レディーミクスト

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

）

）

）

ｄｍＳｄｎ　（Ｎ／ｍｍ２）

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

（Ｎ／ｍｍ２

）

）

）

）

）

）

）で、レディーミクストコンク

２．５Ｎ／ｍｍ２

３００ｍ３

３００ｍ３

Ｎ／ｍｍ２

１０Ｎ／ｍｍ２

５Ｎ／ｍｍ２

１０Ｎ／ｍｍ２

、１５０ｍ３ またはその端数

（２）

（１）

■　コンクリートに含まれる塩化物量は、演歌亜物イオン量として

■　コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として

■　コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い

■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■　重ね継手

■　圧接継手 　■　告示

■

■

１６

１９

■

■

■

　■有　□無　　　　％　　　　個　■有　　　　　％

■

■

（２） （２）

（１）

■

■

■

１００

　　■短期

標準・長期・短期

　□有　□無　　　　％　　　　個



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義 ００３
鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

ＳＤ３４５

△

折曲げ開始点

△

折曲げ開始点

（鉄筋Ａ） （鉄筋Ｂ）

直線重ね継手の長さ　Ｌｄ１

４ｄ以上
余長

鉄筋Ｂ

フック付き重ね継手の長さ　Ｌｄ１ｄｈ

Ｌｄ１ｄｈ

Ｌｄ１

※修正箇所は下線を引くこと
鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （１）

１．一般事項

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号

２．鉄筋加工

（１）鉄筋の折り曲げ加工

Ｄｄ
余長

Ｄｄ
余長

Ｄｄ
余長

８ｄ以上

６ｄ以上

４ｄ以上
１８０°

１３５°

　９０°

鉄筋の折曲げ

内法直径（Ｄ）

鉄筋の径に

よる区分
鉄筋の種類折り曲げ角度図

１３５°

　９０°

　９０°

１８０°

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ２９５Ａ

Ｄ１９～Ｄ４１

Ｄ１６以下

Ｄ４１以下

Ｄ２５以下

Ｄ２９～Ｄ４１

３ｄ以上

４ｄ以上

５ｄ以上

６ｄ以上

ｄ・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値 （径） Ｄ・・・部材の成、または鉄筋内法直径

ｄ０・・・ 部材の内寸法距離 ｈｄ０・・・ 部材間の内法高さ

φ・・・直径Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋ＨＯＯＰ・・・帯筋ＳＴ・・・あばら筋

＠・・・間隔 ｒ・・・半径 ＬＣ・・・中心線

※注 （１）ｄは呼び名に用いた数値とする。

（２）スパイラル筋の重ね継手部に９０゜フックを用いる場合は、余長は１２ｄ以上とする。

（３）片持スラブの先端、壁筋の自由端側の先端で９０゜フックまたは１３５゜フックを用いる場合は、

　　　　　余長は４ｄ以上とする。

（４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼は使用しない。

（５）折曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

（６）ＳＤ４９０の鉄筋を９０°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

行い支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

（２）加工寸法の許容差

加工後の全長（Ｌ）

加工後の全長（Ｌ）

各加工

寸法ｕ（ｕ１ｕ）

※注　（１）　各加工寸法および加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

加　工　後　の　全　長

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

主　筋
Ｄ２５以下

Ｄ２９以上Ｄ４１以下

ａ、ｂ

ａ、ｂ

ａ、ｂ

　Ｌ

　±１５

　±２０

　± ５

　±２０

項　　目 符　号 許　容　差

（単位：ｍｍ）

（３）鉄筋のあき
異型鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５ｍｍのうち最も大きい値

異形鉄筋

鉄筋間隔

あき
鉄筋の

ｄｄｏｄｄｏ

（４）鉄筋のフック 末端にはフックが必要

柱

梁

図の 印の鉄筋の重ね継手の

ａ－ｅに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

ａ，あばら筋、帯筋、および幅止め筋

ｂ，煙突の鉄筋（壁の一部となる部分を含む）

ｃ，柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

ｄ，単純梁の下端筋

ｅ，その他、本配筋標準に記載する箇所

直線定着の長さ Ｌｄ２ｂ

ａ

ｂ

スパイラル筋

あばら筋・帯筋 溶接閉鎖形筋

主　筋
ｂ

ｂ

ａ

ａ

ａ

定着起点
▽

余長

９０°フック

▽
折曲げ開始点

Ｄ

Ｌｄ２ｄｈ▽
定着起点

Ｌｄ２

定着起点
▽

折曲げ開始点
▽

定着起点
▽

折曲げ開始点
▽

１３５°フック

余長

１８０°フック

余長

Ｄ

Ｄ

Ｌｄ２ｄｈ

Ｌｄ２ｄｈ

定着起点折曲げ開始点

Ｄ

△ △

余長

定着起点
△

Ｌｄ３

下端筋の直線定着の長さ Ｌｄ３

（小梁・スラブ）

フック付き定着の長さ　Ｌｄ２ｄｈ

（４ｄ以上）

（６ｄ以上）

９０°フック

Ｌｄ３ｄｈ

下端筋のフック付き定着の長さ Ｌｄ３ｄｈ

（小梁・スラブ）

Ｄ

Ｄ

大染主筋の柱内折曲げ定着の

Ｌｄ２

Ｌｄａ

Ｌｄａ

Ｌｄ２

Ｄ

Ｌｄ２

Ｌｄｂ

Ｌｄ３８
ｄ
以
上

８ｄ以上

折曲げ定着の投影定着長さＬｄｂ

小梁・スラブの上端筋の梁内

（５）定着長さ

鉄筋の種別

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

コンクリート

　　の

設計基準強度

　Ｆｃ（Ｎ／ｍｍｕ２ ）

定　着　の　長　さ

一　般 小梁下端筋 スラブ下端筋

Ｌｄ２ Ｌｄ２ｄｈ Ｌｄａｕ（ｕ３ｕ） Ｌｄｂ Ｌｄ３ Ｌｄ３ｄｈ Ｌｄ３

（フックあり）（フックなし） （フックなし） （フックなし）

２１

１８

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

２１

２４～２７

２４～２７

３０～３６

３０～３６

３９～４５

３９～４５

４８～６０

４８～６０

　　　　４０ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　４５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ 　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　２０ｄ 　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

－

－

－

－

－ － －

　　　　２０ｄ 　　　　１０ｄ 　　　　１０ｄ

かつ

　１５ｄ以上

　　　　２０ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

　　　　１５ｄ

折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

［注］（１）フック付き鉄筋の定着長さＬｄ２ｄｈ は、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

　　（２）フック部の折り曲げ内法直径Ｄおよび余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

　　（４）耐圧スラブの下端筋の定着長さは一般定着Ｌｄ２ による

　　（３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがＬｄ２ｄｈ 確保出来ない場合は折り曲げ定着とし、

全定着長さをＬｄ２ 以上とするとともに、水平投影長さをＬｄａ 以上とし、余長を８ｄ以上とする。

なお、Ｌｄａ の値は原則として柱せいの３／４倍以上とする。

（８ｄ以上）

（８ｄ以上）

鉄筋Ａ

（６）継手

鉄筋の種別

コンクリート

　　の
設計基準強度

　Ｆｃ（Ｎ／ｍｍｕ２ ） （フックなし） （フックあり）

Ｌｄ１ Ｌｄ１ｄｈ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＤ４９０

　　　　４５ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　５０ｄ

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

１８

２１

２４～２７

３０～３６

３９～４５

４８～６０

４８～６０

４８～６０

３９～４５

３９～４５

３０～３６

３０～３６

２４～２７

２４～２７

２１

　　　　３０ｄ

　　　　４５ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　５０ｄ

　　　　４５ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　５５ｄ

　　　　５０ｄ

　　　　４５ｄ

　　　　４０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２５ｄ

　　　　２０ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３５ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

　　　　３０ｄ

［注］　（１） 表中のｄは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

　　（２） 直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のｄによる。

　（３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折曲げ開始点間の距離とし、折曲げ開始点

　　以降ののフック部は継手長さに含まない

１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

２．Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

３．鉄筋径の差が７㎜を超える場合は、圧接としてはならない

（２）杭基礎

①場所打ち杭

ａ≧４００ １．５Ｌｄ１ｄｈ 以上 約０．５Ｌｄ１ｄｈ

Ｌｄ１ｄｈ Ｌｄ１ｄｈ

ｄ

２㎜以下

ｄ

圧接面

ｄ

圧接面

ｄ／５以下
ｄ

圧接面

ｄ／４以下１．１ｄ以上

１．４以上
（１．５ｄ）

（１．２ｄ） （　）内はＳＤ４９０の場合

重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はＬｄ１ｄｈ はＬｄ１圧接継手

５．溶接継手及び機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の評定等を受けたＡ級継手工法とする。

６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

３．杭・基礎 （配筋については地震力等の水平力を考慮して別途検討すること）

（１）直接基礎

①独立基礎

②ベタ基礎

Ａ

１００

基礎スラブ筋

ハカマ筋

１５ｄ程度

Ａの拡大図

ハカマ筋
のない場合

ハカマ筋
のある場合

ハ
カ
マ

筋
基
礎
ス

ラ
ブ
筋

２
ａ

１

４
０

７
０

Ｌ
ｄ
２

　
ｏ
ｒ

　
Ｌ

ｄ
３

Ｌｄ２ｄｈ

８
ｄ
以

上

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

但し上筋と下筋を読みかえる

１．　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

２．　①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．　②の鉄筋はＤ１３以上

４．　埋戻し上のある場合は４０を７０とする

（３）基礎接合部の補強

３００

＊ ＊＊＊

＊
＊

＊

梁
幅

配筋は同厚の壁リストにならう
Ｗｄ１ の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

Ｈ＜３００は＊印筋は不要とする
＊印筋はＤ１０－＠２００とする

Ｌ ｄ１

Ｌｄ
２

３
－Ｄ

１
３

Ｌ
ｄ２

２－Ｄ１６以上
Ｗｄ１

Ｌｄ２

Ｌｄ１

Ｈ３００＜Ｈ≦１０００

４５°～６０°

Ｂ

１
０

０

Ｂ拡大図

２
０
ｄ

ｄ
０

②ＰＨＣ杭

基
礎
筋

は
か
ま
筋

１５ｄ

２
０ｄ

杭頭処理要綱

フラットバー＠３，０００

ＣＬ

ＣＬ

φ

破り部分

スぺーサー

（各４ヶ所）

１００以上とする
主筋のかぶりは

８
００
～

１
０
００

余
盛
コ
ン
ク

リ
ー
ト

１
０

０以
上

へりあき
２００以上

杭
主

筋
４０

ｄ
か
つ

Ｌ ｄ
２

以
上

重
ね

継
手

４
５ｄ

か
つ

Ｌ
ｄ
１

以
上

１００
φかつφ＋１０００以上

杭間隔は２ｘφ

２
０
ｄ

２０
ｄ 基

礎
筋

Ａ拡大図

Ａ

Ｌｄ２ｄｈ

ハ
カ
マ

筋

Ｌｄ０

２
０ｄ

ｄ
０

杭頭補強要領は特記による

２
０
ｄ

７
０

Ｌｄ０ ≧１００かつ４ｄ＋７０以上
印鉄筋は曲げ上げ
なくてよい

（フック付）

柱コンクリート面

垂れ下がり、および内部欠損がないもの）

ガス圧接形状（平成１２年建設省告示第１４６３号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、

４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は数による

　□ 継手に関する注意点

重ね継手長さ

□ 重ね継手

フック付き
１０ｄ又は重ね継手４０ｄ
ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

ｄ：基礎筋の径

　　の細いほうの径

ｄｄ０： 基礎筋・ハカマ筋



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２） ００４

ｈ
ｄ
０

４．地中梁 ５．柱

６．大梁

（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手） （１）柱主筋の継手位置

（２）布基礎、ベタ基礎の場合（定着、継手）

（２）柱主筋の定着

（３）帯　筋

（３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （４）せいの高い梁のあばら筋加工要領

（４）寄せ筋の保持 （５）柱脚部の補強

（１）定着

（２）大梁主筋の継手

（３）あばら筋、腹筋、幅止め筋の配置

（４）あばら筋の形

（５）幅止め筋の本数、加工

（注：床版がない場合は１３５°以上のフックとする）

（６）梁主筋の定着

Ｌｄ２

Ｌｄ１

Ｌｄ２ Ｌｄ２

Ｌ
ｄ
２

※

（継手範囲） Ｌ
ｄ
２

※

Ｌｄ１

２０ｄ

Ｌ
ｄ
２

上端筋継手範囲

Ｌｄ２

上端筋継手範囲

（継手範囲）

Ｌ
ｄ
２

Ｌｄ２※ ※

下端筋継手範囲

（長期荷重が支配的な場合の継手は６．（２）大梁継手位置とする） ※上端筋の定着は、やむを得ない

場合上向きとすることができる

内 端 部外 端 部

ｄ０／２ｄ０／４ ｄ０／４

※※

８
ｄ

８
ｄ

Ｄ

Ｌｄａ 以上かつ
３／４Ｄ以上 ３／４Ｄ以上

Ｌｄａ 以上かつ

※主筋のカットオフ長さは　　　＋１５ｄを基本とし、特別な長さを要する部分は６．大梁の項の表６－１によるｄ０／４

２０ｄ

※ ※

内 端 部外 端 部

ｄ０／２ｄ０／４ ｄ０／４

Ｄ

Ｌｄａ 以上かつ
３／４Ｄ以上 ３／４Ｄ以上

Ｌｄａ 以上かつ

８
ｄ

８
ｄ

※主筋のカットオフ長さは　　　＋１５ｄを基本とし、特別な長さを要する部分は６．大梁の項の表６－１によるｄ０／４

ｄ０

ｄ０

ハンチ

柱

１

６～８

梁
幅

ハ
ン
チ

）
２－

Ｄ
※

２－Ｄ※（

ハンチ 梁幅

のものを２本束ねる

※ 一般のあばら筋と同径

※ 一般のあばら筋と同径のものを２本束ねる

（イ） （ロ） （ハ）

Ｌ
ｄ
ｈ

打継ぎ部

溶接継手
または

機械式継手

｛注］　（イ）で　 　を使用してよいが

は使用してはいけない

　（ロ）では、あばら筋の継手は

１８０°フック付とする

ｈ
ｄ０

／
４

ｈ
ｄ
０／

２
　

ｈ ｄ
０／

４

標
準

１０
０
０

圧接継手

カ
プ
ラｈ ｄ

０
／
４

ｈ ｄ
０

／２
　

ｈ
ｄ
０

／４

か
つ

１０
０

０
柱
せ

い

ｈ
ｄ
０

４
０
０
以
上

ｈ ｄ
０

ｈ
ｄ
０／

２
＋１

５
ｄ

Ｌｄ１

ｈｄ
Ｏ
／
２＋

１
５ｄ

Ｌ ｄ
２

さが不足する箇所に付ける
設計応力に対して必要な定着長
筋並びにはりのせいが小さく、
鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

柱、梁の定着Ｌｄ２ 以上が確保されない
場合はかご鉄筋で補強、または特記
により増強する

１５０以上

Ｌｄ
２

Ｌ ｄ
２

補強かご鉄筋
主筋と同径

Ｌ
ｄ
２

以
下

Ｌ
ｄ
１

補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋

４０
０
以

上

機械式継手
（ＳＡ・Ａ級継手）

継手の好ましい位置 Ｌ
ｄ２

ｄ
ｈ

Ｌ
ｄ
２

又
は

Ｄ

第１帯筋

第１帯筋

１５０以下

１５０以下
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

Ｐ
ｄ
１

Ｐ
ｄ
１

設
計
ピ
ッ
チ

以
下

０．
２％

以
上
と
す

る

Ｌ

６ｄ

１３５°

日 型

型目

６ｄ

８ｄ

６ｄ

６ｄ

Ｌ

６ｄ ６ｄ

交互とする
注３　フックおよび継手の位置は、

主筋の位置をさける
注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は
注１　第１帯筋は、梁づらに入れる

４ｄ

１０以上

５以上

４ｄ

□ 型

６ｄ

６ｄ

１５ｄ

イ Ｈ型（タガ型） ロ Ｗ型（溶接型） ハ Ｓ型（スパイラル型）

パ
ネ
ル
部

分
は

０
．

２％
以
上
と

す
る

Ｌは中間部５０ｄかつ３００ｍｍ以上

末端部の根巻は１．５巻以上

とする

３００ｍｍ以上とする
Ｌは５０Ｄ以上かつ

ａ

ａ

ａ

６φ－＠１０００

ａ

４ ｄ

ａ

ａ

１．
２

ｄ

４ｄ

６φ－＠１０００

ａ＝１．５ｘ（呼び名の数値）
Ｄ

拘束筋

１階柱脚の主筋は梁上から柱せいの１．２倍の

範囲を拘束筋で拘束する

拘束筋は以下による

　□ 図示による

　□ 帯筋と同径・同ピッチ、Ｘ・Ｙ２巻づつ

（５）絞り （ａ）　ｅ≦Ｄ／６かつ１５０ （ｂ）　１５０≧ｅ＞Ｄ／６ （ｃ）　ｅ＝１５０以上（下図を参照に設計図書に追記する）

Ｄｄ２ Ｄｄ２ｅ ｅ

６ｄ

６ｄ

１０
０

１０
０

Ｄ

１５ｄ
６ｄ

１５ｄ以下

Ｄ１ Ｄ１ Ｄ１

Ｄ

１５ｄ

２０ｄ

補強帯筋

帯筋より１サイズ太く
又は同サイズ２本

４
０

０

Ｌ ｄ
２

Ｌ ｄ
２

ｄ
ｈ

１５ｄ

カゴ筋　　型

Ｄ

Ｌ
ｄ
２

Ｌ
ｄ
１

カゴ筋　　型

ｅＤｄ２

１／４Ｄｄ２ ３／４Ｄｄ２

一　般　階

ＣＬ

ＣＬ

柱幅

Ｌｄ２
※２

１５０以上
かつ８ｄ以上

フック付

Ｄ

Ｄ

Ｄ

最　上　階

ａ　一般
ｄ０／４ ｄ０／４※１ ※１

２０ｄ２０ｄ

Ｌｄ２

Ｌｄ
２

Ｌｄａ

２０ｄ

ｄ０／４ ｄ０／４※１ ※１

Ｌｄａ

Ｌｄ２

Ｌｄ２

Ｌｄａ

ｄ０

柱幅が大きい場合

折り曲げ起点は３／４Ｄを超える
ことを原則とする

注：点線は下端筋の曲げ下げ定着
Ｌｄ２ を示す

※２　柱幅が大きくて、直線部

　　だけでＬｄ２ がとれる場合でも

　　柱中心線を越えて中間折曲げ

　　テール長１５０以上または１８０°
　　フックとする

ｄ０／４※１　主筋のカットオフ長さは　　　＋　１５ｄを基本とし、特別な長さを要する部分は表６－１による

１／４Ｄ ３／４Ｄ

ｂ　ハンチがある場合

Ｌｄ２＋５ｄ
Ｌｄ２＋５ｄ

Ｌｄ２＋５ｄ Ｌｄ２＋５ｄ

Ｌｄａ

Ｌｄａ Ｌｄａ

Ｄ Ｄ

８ｄ
以
上

８ｄ
以

上

８ｄ
以

上

Ｌｄ２ Ｌｄ２

Ｌｄ
２

あばら筋補強筋

（設計図書による）

あばら筋補強筋

（設計図書による）

一　般　階 最　上　階

表６－１　特別なカットオフ長さを要する部材 （ｍｍ）

ｄ０／４ｄ０／４　 に加える長さ ｄ０／４ｄ０／４　 に加える長さ

ＤＤ

は継手の好ま

しい位置

※ Ｄ＝大梁せいＤ

つりあげ筋

第１あばら筋は柱面より配筋する つりあげ筋は、一般のあばら筋と
同サイズを２本巻とする

印は幅止め筋
※ねじれを受ける梁は特記による

１５ｄ※ １５ｄ※

ｅｃｂａ ６ｄ ６ｄ ６ｄ

６ ｄ

８ｄ

ｄ

４ｄ

８
ｄ

６ｄ

梁成の大きい場合や

ＳＲＣ造のあばら筋の

ｆ

４ｄ

１
８０
°
曲
げ

納まりに使用ができる

６ｄ

Ｄ４
ｄ

４ｄ腹筋

幅止め筋

幅止め筋
腹 筋

幅止め筋 Ｄ１０　＠１０００位内で割り付ける

　Ｄ＜６００　不要

　６００≦Ｄ＜　９００　　　　　２－Ｄ１０　１段

　９００≦Ｄ＜１２００　　　　　４－Ｄ１０　２段

１２００≦Ｄ　　　　　　　　　　　Ｄ１０　＠３００以内

１２００以上　　　　　　　　　　Ｄ１３　＠３００以内

（イ）　原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ　、

両側床板付（Ｔ型）梁で　　ｃ　又は　ｂ　とすることができる

（ロ）　フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　に合ってはスラブ側とする。

外　端　部

②　９０°フック付直線定着

③ 折曲げ定着

④ プレート定着

① 直線定着

最上階

一般階

最上階

最上階

最上階

一般階

一般階

一般階

内　端　部

Ｌｄ２

Ｄ Ｄ

Ｌｄ２

Ｌｄ２

Ｌｄ２

Ｄ Ｄ

Ｌｄ２

Ｌｄ
２

（
一
段
目

）
Ｌ

ｄ
２

（
一
段
目
）

Ｌ ｄ
２

（
一
段

目
）

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｌｄ２ｄｈ Ｌｄ２ｄｈ

Ｌｄ２ｄｈ Ｌｄ２ｄｈ

８
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８ｄ ８ｄ

８ｄ ８ｄ

８
ｄ

８
ｄ

８ｄ

８ｄ
８
ｄ

Ｌｄａ 以上かつ３／４Ｄ以上
Ｌｄａ 以上かつ３／４Ｄ以上

Ｌｄ
２

（
一

段
目
）

Ｌｄ２

Ｌｄ２

Ｌｄａ 以上かつ３／４Ｄ以上 Ｌｄａ 以上かつ３／４Ｄ以上

Ｌｄ２

Ｌｄ２

Ｌｄ２

１２ｄ以上かつ３／４Ｄ以上

１２ｄ以上かつ３／４Ｄ以上

部　材　名 部　材　名

（ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による）

※最上階　Ｌ型接合部における上端筋の一段目の定着に

　プレート定着を用いてはならない

　その工法の適用範囲と仕様を確認する

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （２）



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

００５

ａ　小梁の定着

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （３）

７．小梁、片持梁 ８．床　　版

９．壁

増し打ちするときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと１０．柱、梁増し打ちコンクリート補強（　　　　　　　）

１１．梁貫通孔補強 （開口補強筋については計算により確認すること）

（１）定着

ｂ　段差小梁の配筋（連続端の場合）

ｃ　小梁筋の継手位置

ｄ　片持梁の定着

２０ｄ

θ＝４５°

に必ず入れること。

Ｂ

補強あばら筋は、小梁主筋側

正
面
・

正面・

連続端小梁外端
（単独小梁両端）

斜めでもよい

下向きでもよい

斜めでもよい ２５ｄ

１０ｄ以上

８
ｄ
以
上

１５ｄ ＣＬ
１５ｄ

Ｌｄ２

※Ｌｄｂ かつ
Ｂ／２以上

ｄ０

ｄ０／４ｄ０／６

２０ｄ

※固定度を考慮した場合は２／３Ｂ以上とする。

注）設計図にカットオフ位置の

特記がない場合

平面図
小梁

直線定着として良い

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達 終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

８ｄ
以
上

ｈ
ハンチがない場合の有効せい

段差部でハンチを設ける例

Ｌｄｂ かつＢ／２以上
小梁上端筋と同等の
あばら筋を配置

Ｂ

Ｄｕ２ －Ｂｕ２ となる段差ｈが ｈ＞Ｄ－

場合には、ハンチの検討をするとよい

ＢＢ

Ｌｄ３ Ｌｄ３

Ｌｄ２

Ｌｄ
２

Ｌｄ３

ハンチがある場合の有効せい

ハンチ

Ｂ

Ｌｄ２

Ｄ
Ｄ

ｄ０ ｄ０

ｄ０／４ｄ０／２ ｄ０／２ ｄ０／４ｄ０／４ｄ０／６

小梁

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

平面図立面図

注）上端筋の柱内への定着は３／４Ｄ以上とすること

下端筋位置まで

折り下げること

ｄ０

ｄ０
Ｌｄ２かつＬｄ２ 以上

元端部先端

１００以内

２／３　　　＋１５ｄ以上

Ｌｄ２
８ｄ以上

８ｄ以上

片
持
梁
折

り
下
げ

あばら筋
を入れる

Ｌｄａ

Ｌｄ
２

（ａ）先端部の範囲とカットオフ位置 （ｂ）先端小梁の定着

先
端
小
梁

Ｌｄ２
片持ち梁

柱

最上階

最上階

一般解

８ｄ以上

８ｄ以上

Ｌｄ２

Ｌｄ２

Ｌｄ３ｄｈ

又はＬｄａ
又はＬｄａ

Ｌｄ３ｄｈ

Ｌｄ２

拘束筋　　－Ｄ１０－＠２００

大梁主筋

大梁主筋

又はＬｄａ

Ｌｄ３ｄｈ

８ｄ
以
上

８
ｄ
以
上

（ｃ）隣接する梁がある場合で柱定着

　　　または、隣接する梁へ定着する場合

（ｄ）隣接する梁がない場合で柱定着

※

１５ｄ

ｄｘ／２

ｄｘ／２

Ｌｄ２

Ｌｄｂ １５ｄ

上端筋の継手位置主筋
（上端）

肩筋Ｄ１３以上

ＳＴＲＰ上に配置
Ｄ１３

８
ｄ

下端筋の継手位置
Ｌｄ３

Ｌｄ２

Ｌｄｂ １５ｄ

上端筋の継手位置

（上端）Ｄ１３

８
ｄ

Ｌｄ３
下端筋の継手位置

１５ｄ

配力筋跳上げ止

ｄｙ／２

ｄｙ／２

ａ　補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一

　　径で　＝１，５００とし、上端筋の上に配筋する

ｂ　※の箇所（入隅）は各階補強する

（１）定着および継手 （２）屋根スラブの補強

（３）片持床スラブ定着および出隅部補強

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

Ｌｄ２ ６０

バーサポート

１００以下

８
ｄ

１０ｄ以上　直線定着の場合は２５ｄ以上

Ｌｄ２
６０

バーサポート

１００以下

８
ｄ

８
ｄ

１０ｄ以上　直線定着の場合は２５ｄ以上

（出隅受け部配筋）

出隅受け部

出隅部

（
つ

な
ぎ
部
の
中

間
に
上

端
筋

は
Ｄ

１３
、
下
端
筋

は
Ｄ

１０
を
設

出隅部分の補強筋

一般床版配力筋

（出隅部分補強配筋）

Ｌｄ３

出
隅
部
分
の

補
強
筋

け
る

）

Ｌ
ｄ３

は
下

端
筋
の

定
着

周囲補強筋

斜め補強筋

Ｄ１３

孔と孔のへりあき１００以上

Ｄ１０－＠２００

６００

折曲　Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－＠１５０２Ｄ

Ｌｄ１

Ｄ１６

Ｄ

Ｄ Ｈ

Ｄ１３
全断 全断

Ｌｄ１

Ｄ１３

３００ ５０

Ｄ
Ｄ

（４）床板開口部の補強（開口の径５００程度の場合）

（５）床板段差

（６）土間コンクリート （７）釜場
ａ　軽作業の土間

ｂ　間仕切壁との交差部

ａ　片持床スラブ定着

ｂ　片持スラブ出隅部補強

Ｌｄ１ｄ１／２

ｄ
２

ｄ１

Ｌｄ
１

Ｌ ｄ
３

ｄ
１／

２

ｄ１ ｄ２注 ≧ とする。

ｄ１ ｄ２注 ≧ とする。
ｄ１

ｄ１／２

ｄ
１／

２

ｄ２

※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する

　　配筋の最かぶり厚さに注意すること

Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３

２ Ｌ ｄ２
Ｌ

ｄ
２

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

注）　設備の小開口が連続してあく場合

Ｌｄ２ Ｌ
ｄ
２

Ｌｄ２

Ｌ ｄ２
Ｌ ｄ２

床板厚さＤ

Ｄ≦１５０ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９ 各２－Ｄ１６

各１－Ｄ１３

周　囲 斜　め

１５０＜Ｄ≦３００

３００＜Ｄ≦５００

Ｌｄ２

Ｌｄ２

２Ｄ以上
Ｌｄ ２

Ｄ
／

２
以
下

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

（８）打継ぎ補強 （ダメ穴打断面について）

・設計配筋間隔の１／２ピッチ 長さ２Ｌｄ１ 以上

・無筋部分Ｄ１０－＠２００　　長さ８００以上

Ｌｄ
２

Ｌ
ｄ
２

ｔ ２５０２５０

柱

Ｗ
ｔ

Ｄ１３

１
００
以
下

Ｈ

Ｄ１０－＠１５０タ゛フ゛ル

Ｄ１０－＠２００

Ｌｄ
２

Ｌｄ２

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ
ｄ
２

Ｈ

１２０以上

Ｌｄ２ Ｌｄ２

Ｄ１０－＠６００

Ｌｄ２ Ｌｄ２

ｈｄ
０

Ｌ ｄ
１

Ｌ ｄ
１

ｔ

注）　ｈｄ０ ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）　ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

（１）定着

シングル配筋

Ｌｄ２

Ｌ
ｄ
２

Ｌｄ２

Ｄ１３ Ｄ１３

ａ　梁に

Ｌｄ２

Ｄ１３ １０００

１０００

Ｄ１３

Ｌｄ２

Ｄ１３

Ｄ１３

ｃ　床に（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

ｄ　壁と壁（平面図）

横筋の配置は上下端
とも梁、又は床面に
一段目を配置する。

Ｌｄ
２

か
つ

中
心
線

を
超

え
る

Ｌ ｄ
２

Ｌ
ｄ
２

Ｌｄ２

縦筋は、柱面に
一本目を配置する。

１５０以上

Ｌｄ２ｄｈ かつ柱中心線を越える

ｂ　柱に（平面図）

１５０以上かつ８ｄ以上

受筋Ｄ１０ イ

イ受筋Ｄ１０

は壁配筋と同じイ

かつ８ｄ以上

Ｌｄ２

Ｌｄ
２

Ｌ
ｄ
２

Ｌｄ２ Ｌｄ２

ダブル配筋

Ｌｄ２

２－Ｄ１３以上 ２－Ｄ１３以上

（２）スリット部

（３）手摺、パラペット

（設計図に記入のあるとき）

シーリング材使用（耐火構造用目地材）
Ｄ１０＠４００程度（防錆処理を施す）

ｔは階高の１／１００程度

完全スリット

パラペット 手摺

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、設計図による）

Ｄ１０－＠２００タ゛フ゛ル
１５０以上

Ｌｄ
２

Ｌ
ｄ
２

１
０

０以
下

Ｌｄ２

（４）コンクリートブロック帳壁 （５）耐震壁端部の納まり

Ｌ

Ｌ

　壁筋に１３５°フックを設けた場合のＬは８ｄとする

　壁筋にフックを設けない場合のＬはＬｄ２ とする

　鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

注）　継手部は必ずモルタルを充填すること

一般の場合

Ｄ１０－＠４００

Ｄ１３

Ｄ１３

（６）連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

θ≒４５゜

ＥＷ

ＥＷ

ＥＷ

ＥＷ

θ≒４５゜

▽最上階

▽最下階

補強筋

補強筋

Ｌｄ２

Ｌ ｄ２

Ｌｄ２

Ｌ
ｄ２

ａ

ａ
’

（１）柱

（２）梁 補強筋

巾止メ筋

ａ

ａ

２０ｄ

印は補強筋を示すａ及び　ａ’≦１５０

※

ａ

Ｂ

２０ｄ

２０
ｄ

※

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・ハッチ部の面積Ａ㎝ｕ２

補強縦筋

Ａ＜５００

３－Ｄ１６ ４－Ｄ１６

５００≦Ａ＜１０００

・※柱Ｈｏｏｐと同径、同ピッチとする。

Ｄ１０

補強筋

あ
ば
ら

補
強
筋補強筋

・１５０以上の増打ちは図示による

・増打ち５０以下は補強無し

２０ｄ

２０
ｄ

Ｂ
ａ≦１５０

印は補強筋を示す

あばら補強筋

ａ≦Ｄ／７かつａ≦１５０

望ましい範囲

梁端部（スパン　ｄｏ／１０ 以内かつ２Ｄ以内）は原則としてさける

φｄ１ φｄ２

Ｄ／３
Ｄ

ｄ０／４

ｄ０

ｄ０／４
貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合
せのこと。

（１） 設置可能範囲

（２）既成品

（φｄ１ ＋φｄ２）／２ ×３以上

（指定条件と異なる場合は、設計者またはあ工事監理者と打合せのこと）

　施工前に計算書を提出し、承認を得ること

　設計者に使用する評価取得品については計算書を提出すること

１２００ｘ６００以下

ＣＬ

Ｌｄ２

Ｌｄ２

ｔ

ｔ

２－Ｄ１６

底盤と同配筋

底盤と同配筋

腹筋

注）ｔ：底盤と同厚以上

２－Ｄ１６

■既成品

・ 補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

以上）とする。

・ あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

とする。

・ 腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

・ 梁下端増打コンクリートの場合も上端

増打コンクリート補強と同様とする。

・ ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・１５０以上の増打ちは図示による

・増打ち５０以下は補強無し

・　Ｂ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

構造図に特記なき限り



株式会社日産技術コンサルタント
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設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
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設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
鉄骨構造標準図（１）

００６

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

く柱材料：ＢＣＲ２９５　ＢＣＰ３２５を使用する場合〉

ダイアフラムは、柱フランジ厚　１６ｍｍ未満の場合　ＳＮ４９０Ｃ　ＳＮ４９０Ｂ

（ニ）ノンスカラップ工法

裏当て金

Ｇ
θ

Ｇ：ルート間隔

１．一般事項 ２．溶接基準図

※修正箇所は下線を引くこと

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長
（単位ｍｍ）

（４）溶接接合

（イ）エンドタブ

　Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタプを取りつける

（１）材料及び検査

（２）工作一般

（３）高力ボルト接合

（ｂ）本標準図はベースプレートを除き鋼材の厚さが４０ｍｍ以下の工事に適用する

但し、ベースプレートの厚さは除く

（ｃ）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

（ａ）鉄骨製作及び施工に先立つて「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ｃ）高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

（ａ）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ｂ）高カボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グライン

ダー掛け等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。　 但し、ショットブラ

（ａ）新構造設計特記仕様その１による

スト、グリットブラストによる処理で表面荒さが、５０μｍＲｚ以上である場合は、赤さびは発生し

ないままでよい。

（ｃ）高カボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分

に密着するよう注意して行う。

（ａ）平成１２年建設省告示第１４６４号第二号イ、口による、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

（ｂ）溶接技能者
溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳＺ３８０１（手溶接）又はＪＩＳＺ３８４１（半自動溶接）の溶接技術

検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（Ｃ）溶接機器

（イ）交流アーク溶接機３００Ａ～５００Ａ （二）炭酸ガスアーク半自動溶接機
（口）アークエアーガウジング機（直流）

（ハ）サブマージアーク溶接機―式

（ホ）溶接電流を測定する電流計

（へ）溶接棒乾燥器

（ｄ）溶接方法

アーク手溶接（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ）

ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

（ｅ）溶接姿勢

（ｆ）　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

開先面

組立て溶接は溶接の始、終端、遇角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（イ）　仮付位置

（ロ）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付溶接

裏はつり側にする。

（ｇ）　溶接施工

仮付不良 良 仮付不良 良

ｔ

３５㎜以上
かつ２ｔ以上

ｒ＝３０－３５㎜

ｒ：スカーラップ

θ：開先角度

ｒ＝１０

ｒ＝３５

　Ⅱ）エンドタブの材質は，母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部の品質が

　　十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることもできる。

　Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上

ＮＧＣ、ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、

　　溶接終了後、母材より１０ｍｍ程度残し切断して、

　　グラインダー仕上げとする

　Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得る。

（ロ）裏当て金

　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上、巾は２５ｍｍ以上を原則とする。

　　但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

（ハ）スカラップ半径は３０～３５ｍｍと１０ｍｍのダブルアールとする

　　但し梁成が　Ｄ＝１５０ｍｍ未満の場合のスカラップは　ｒ＝２０ｍｍとする

（ホ）裏はつり

　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

　　確認マークを付ける

（へ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う。

（５）塗装
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない

（１）隅肉溶接

１

（２）部分溶込み溶接 （使用箇所に注意）

２

（３）完全溶込み溶接 （平継手、Ｔ継手）

３

４

５

６

７

８

Ｋ形の場合

（４）フレアー溶接

ｔ≦１６㎜

ｔ ７以下 ８～１０ １１～１３ １４～１６

６ ７ １０ １２Ｓ

ｔｄ１Ｓ Ｓ

Ｓ

ｔｄ２

とすることが望ましい

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする

・ｔはｔｄ１ 、ｔｄ２ の小なる方とする

・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

ｔ

Ｄｄ１

θ＝６０°

ｔｄ１

Ｇ＝０

ｆ ｆ

ｔ ｔ＞１６㎜

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

Ｒ≦２

ｔ≦ｔｄ１

ｔ／４≦　ｆ　≦１０㎜

Ｔ形突合せ継手余盛

ｔ ６＜ｔ＜１９㎜

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

（但し、ｔ≧１５㎜ の時　４．０ｍｍ　とする）

寸法　（㎜）
φ Ｂ Ｓ
９ ７ ４

１３ ８
１６ ９ ５
１９ １０ ６
２２ １１ ７
２５ １２ ８

４．５

ｔ ６＜ｔ＜１９㎜

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

ｆ

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

ｔ
Ｒ≦２

θ＝４５°

ｔ／４≦　ｆ　≦１０㎜ ・ＡＡＧ

θ

ｔｄ１

ｔ

ｔ（㎜）

１２≦ｔ＜１６

１６≦ｔ

溶接姿勢

６≦ｔ＜１２

ＭＣ ＮＧＣ

Ｇ ｔｄ１ Ｌ

６ ６ ５

９ ９ ８

９ ９ ８

Ｆ．Ｖ

ＧＣ

Ｇ ｔｄ１ Ｌ

６ ６ ５

９ ８

９ ９ ８

６

θθ

４５°

３５°

３５° ３５°

４５°

４５°

ｔ／４≦　ｆ　≦１０㎜

ｆ

２／３ｔ

１／３ｔ

ｆ

θ＝４５°（５５°）

Ｒ≦２

θ＝６０°

１

２

３

４

Ｆ．Ｖ

ｔ≧１９㎜

余盛の高さ ㎜

ｔ≦４

４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９

ｔ

溶接姿勢

のど厚　ｔ　㎜

１９＜ｔ

ｔ

Ｇ＝０～２

ｔ／４≦　ｆ　≦１０㎜

・ＡＡＧ

Ｒ≦２

Ｌ

（裏はつり後裏溶接）

Ｄｄ１

θ＝６０°

ｆ

Ｇ

２５㎜以上

ｆ

θ＝４５°

ａ

Ｒ≦２

ｆ

ｆ
ｔｄ１

ｔ ｔｄ２

Ｇ＝０～２ Ｇ＝０～２ （裏はつり後裏溶接）

削り面 ２．５
１

ｔｄ２／４　 ≦　ａ　≦　１０㎜
（平継手で板厚が異なるとき）（但し、ｔ≧１５ｍｍのとき４．０ｍｍとする）

０＜ｆ≦３．０ｍｍ

・ＡＡＧ

０＜　ｆ　≦３．０㎜

ＧＣ
ｔ　㎜ θ Ｇ ｔｄ１ Ｌ θ Ｇ ｔｄ１ Ｌ

６ ６ ５ ６ ６ ５
１２≦ｔ≦１９ ９ ９ ５ ９ ５

９ ９ ８ ９ ９ ８
溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

６
６＜ｔ＜１２

１９＜ｔ

ＭＣ 　ＮＧＣ

ｆ

ｔ

Ｇ

θ＝４５°

Ｒ≦２

ｔｄ１

ＬＬ
２５㎜以上

４５°
３５°
３５°

４５°
４５°
３５°

φ θ

プレートＢ

Ｓ

ｔ

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする
・９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする
溶接棒角度θは３０°～４０°とする

１
５０
以
下

８０以下

※

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

２ ※

４
１

１

４

平面詳細

Ａ

４

１

１

１

１
１

１

４

１

※

※
※

スカラップ部分は
回し溶接する

１

１ ※

※

※

※

※

※

４
４

４

７

４

※

４４

Ａ断面

４
１

※

※

４

４

※ ※ ※ ※

※※

１ ※

４

※ １

４

Ａ Ａ 断面図
１

７

※

※ 溶接記号番号を○中に記入のこと

・ＢＯＸ型 （通しダイヤフラムの場合）

・鋼材種別による溶接条件

４

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のＲに接しないこと

ガス抜き

φ＝２０

Ａ Ａ 断面

７

７

２５以上

２５
以
上

４

平面詳細図

内ダイヤフラム

スカラップ部分は
回し溶接する

１０
０
以
上

あたらぬこと

内ダイヤフラム
４

※

４

７

２５以上かつ
エンドタブが交互に

１ ※

１ ※

７ ※

断面図ＡＡ

ｔ

※はりフランジは、通しダイヤ７

フラムの厚み（ｔ）の内部で

溶接する事

柱フランジ厚　１６ｍｍ以上の場合　ＳＮ４９０Ｃ　を使用する

２※

内ダイヤフラム

ｔ
θ

４

② ※ｔ＞１６㎜の場合の溶接は、③～⑤とする

ｔ＞柱フランジのプレート厚

θ＝７５°～１０５°

フランジが柱のＲに
接しないこと

・柱が途中で折れる場合、及梁せいが異なる場合

注）ＳＴＫＲ、ＢＣＲ、ＢＣＰ材は、ＪＩＳ　Ｚ　３３１２のみ仕様か

　「新構造設計特記仕様その１　６．鉄骨工事（２）□認定または登録工場」の

　グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。

鋼材の種類 入熱（ＫＪ／㎝）溶 接 材 料

ＪＩＳ　Ｚ　３３１２

ＪＩＳ　Ｚ　３３１５

３０以下

４０以下

ＪＩＳ　Ｚ　３３１２

ＪＩＳ　Ｚ　３３１５
３５０以下

２５０以下

３５０以下４０以下４００Ｎ／ｍｍｕ２ 級鋼

４９０Ｎ／ｍｍｕ２ 級鋼

パス間温度（℃）

ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

ＹＧＷ－１１、１５

ＹＧＷ－１８、１９

ＹＧＡ－５０Ｗ、５０Ｐ

・Ｂ．Ｈ方式・ 型

４

１

１

※

※

４

１ ※

１

※

１※ １ ※

１ ※

① ※ｔ＞１６㎜の場合の溶接は、③～⑤とする

①※ｔ＞１６㎜の場合の溶接は、②又は③～⑤とする

①※ｔ＞１６㎜の場合の溶接は、②又は③～⑤とする

○ ※ ※ 印は設計者が記入すること

溶接材料と入熱量・パス間温度

鉄 骨 構 造 標 準 図 （１）



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
鉄骨構造標準図（２）

００７

１０

（ＳＣＳＳ－Ｈ９７による）

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（Ｐ）　　　　　　　　　　

※修正箇所は下線を引くこと

（ｂ）形鋼ブレース

＜ＴＹＰＥ－１＞
ｅ

Ｐ

Ｎ

（片側）

１０

ｅ
ｅｅ

Ｐ
Ｐ

ｅ
ｅ

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

１

１

１

ＰＬ－（１）

ｅ
ｅ

Ｐ
Ｐ

ｅ

１０

Ｎ

Ｐ

ｅ

１

１

ＰＬ－（１）

ｅ

ｅ

１０

１

ｅ Ｎ

Ｐ ｅ
＜ＴＹＰＥ－２＞ ＜ＴＹＰＥ－３＞

（両面）

（２）ピン接合継手リスト

３．継手基準、その他

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

（

）
内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

２１（１６．５）

２５（２０．５）

２７（２２．５）

２９（２４．５）

ピッチ　（Ｐ）

ボルト穴径・最小縁端距離　（ｍｍ）

標 準

６０

６０

６０

７０

最 小

４０

５０

５５

６０

４０

４０

４０

４５

（３）

２２

２６

２８

３２

２２

２６

２８

３２

（２）

２８

３４

３８

４４

２８

３４

３８

４４

（１）

４０

５０

５５

６０

ボルト

穴 径

１８

２２

２４

２６

最 小 縁 端 距 離　（ｅ）
呼 び

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２４

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

Ｍ２７

Ｍ３０

Ｍ２２

３２

３５

呼び名　＋５

４９

５４

９ｄ／５ ４ｄ／３

３６

４０

（４０）

（４０）

（４０）

（４５）

（４０）

（５０）

（５５）

（６０）

（６０）

（６０）

（６０）

（７０）

Ｍ３０
を超える

〔注〕（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　　　　（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　　　　（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

タイプ 部 材符 号 ＰＬ－（２）ＰＬ－（１） Ｎ－径

（３）梁剛接合継手リスト

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）

Ｎｄ２（ 片側）

ｅ Ｐｅ ｅ ｅＰ

ｅ

Ｐ
ｅ

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（２）
１０

ＰＬ－（１）ＰＬ－（１）

Ｎｄ１（ 片側）

Ｐ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

部 材符 号
ＰＬ－（１） ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）Ｎ１－径 Ｎ２－径

フランジ ウェブ

（４）ハンチ部の継手

Ｗｔｄ２

Ｆｔｄ１

Ｆｔｄ１

リブプレート

ｒ＞８ｔ以上

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

Ｆｔｄ２

Ｆｔｄ２

Ｗｔｄ１

Ｆｔｄ１－Ｆｔｄ２

Ｗｔｄ１－Ｗｔｄ２
≧１㎜　フィラープレート併用のことハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

ｒ：半径 ｔ：板厚

Ｂｄ２

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００

Ｂｄ２Ｂｄ１

６０

７０

８０

１００

１１０

１４０

１７０

Ｂ≦１５０ Ｂ≦３００

３５以上

４

１

１

１４０ （９０）

ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１）
ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２） ＰＬ－（３）

１５０

Ｌ

ｅ
１

０

ｅ
１
０Ｌｅ
ｅ

ｅ

ｅ

ｅ
ｅ

ｅ

Ｌ １
０

ｅ
ｅ

ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

ＰＰ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｌ－

（
１）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｌ １０

Ｐ
Ｌ
－（

２
）

Ｐ
Ｌ－

（
３）

Ｐ
Ｌ－

（
１）

Ｂｄ１＝３００ Ｂｄ１＝３５０（４００）

Ｂｄ１

Ｂｄ２

Ｂｄ１

Ｂｄ２Ｂｄ２Ｂｄ２Ｂｄ２

Ｂｄ１

Ｐ
ｅ

ｅ
Ｐ

ｅ
ｅ

Ｌ １０
Ｐ

ｅ
ｅ

Ｐ
ｅ

ｅ

ｅ Ｐｅ ｅ ｅ

Ｎｄ２Ｎｄ２

Ｂｄ１ ≦２５０

エレクションピース

Ｎｄ１Ｎｄ１Ｎｄ１ ４５
４５

外
Ｐ

Ｌ
－
（１

）
　内

Ｐ
Ｌ

－
（２

）

外
Ｐ
Ｌ

－（
１

）　
内
Ｐ

Ｌ
－（

２
）

外
Ｐ

Ｌ
－
（１

）
　内

Ｐ
Ｌ

－
（２

）

４０４０ （９０）７０ ７０

４ ４

ＣタイプＢタイプ

３５以上

４

Ａタイプ

Ａタイプ使用は
柱　Ｄ＝２５０㎜ 以下とする

部 材符 号
フランジ ウェブ

Ｎ２－径ＰＬ－（３）Ｎ１－径ＰＬ－（２）ＰＬ－（１）

注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を１００％行う

（５）継手リスト

（６）鉄筋ブレース （ＪＩＳ規格品とする…ＪＩＳＡ５５４０…１９８２／５５４１・５５４２・・・１９９３）

ねじの呼び（ｄ）

軸径ｄｄ１
最大・・・・・

最小・・・・・

調整ねじ長さ

取付ボルト穴径
許容さ＋０．　－０．５㎜

Ｓ

Ｒ

ｅｄ２
へりあき
（最小）

切 板 製
ｔ

へりあき
（最小）

板厚・・

平 鋼 製
ｔ板厚・・

ト穴心のあき（最小）

溶 接 長 さ（最小）

（１）

（１） ｅｄ２

ｅｄ３

（２）は し あ き　（最小）

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

１８．３３ ２０．３３

１００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５

４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０

２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

６ ６ ９ ９ ９ ９

３２．５ ３２．５ ３７．５ ３７．５

６ ６ ９ ９ ９ ９

５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０

４０ ５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５

２５．０ ２５．０

ｅｄ１

ボルト端から取付ボル

１７．０ １７．０

１０．８３ １２．６６ １４．６６ １６．３３ ２２．００

２１．６０２０．０７１８．０７１６．０７１４．４１１２．４１１０．５９

１７．０

４０

２８

　６

２５．０

　５

５２

種類・・・ ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト　（Ｆ１０Ｔ）（２）

ねじの呼び

本数・・・

Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２０

１ １ １ １ １ １ ２

Ｍ２２取付ボルト

注　（１）　ｅｄ１ 、ｅｄ２ が確保されていれば形状は自由でよい

　　　（２）　羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

（ａ）　羽子板ボルト

梁上通しの場合
既製品面戸（鉄板）

梁上切断の場合 あて板（鉄板）

ｅ

ｅ

補足受材

５０－４００ ６
１

１

ｅ

スラブ端部の補足材

ｅ

ｅ

１ ５０－４００

１

ＰＬ－１．６

５０ ３０

５０

ＰＬ－５０ｘ６

ＰＬ－５０ｘ６

符 号 ＰＬ－（１） Ｎ－径部 材 ｌ

ＰＬ－（１）

１

１

１５

３０°

ＰＬ－１６

Ｎ

ｄ

Ｓ

Ｒ
ｅｄ１

ｄｄ
１

ｔ

長さ
ｄ

Ｓ

Ｒ
ｅｄ１

ｄｄ
１

ｔ

Ｐ

Ｒ

長さ

≒
＠６

００

８

８

ｅｄ３

ｅｄ
２

ｅ
ｄ２

ｅｄ３

羽子板ボルト 形鋼ブレース

（７）デッキプレート （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

梁との溶接及びコネクター

アークスポット溶接

水平ブレース

１６φ＝＠２００

ＦＢ－６５ｘ９　中ボルトＭ１６

受梁へのかかり寸法および端部処理 ｅ≧３５㎜　かつ、メーカーの仕様による

あて板（非金属）

ｅ

折曲加工

ｅ

１
５０－４００

Ｌ形鋼

５０－４００

１
５０－２００

ＰＬ－１．６　

３００以下

ＰＬ－３．２

６００以下

Ｌ５０ｘ５０ｘ６ ＠≦６００

ｅ ｅ

（８）柱脚

ア
ン

カ
ー
ボ
ル

ト
孔
径

≦
ｄ

＋
５

ｍ
ｍ

Ｈ

Ｄ

柱幅
（ＨとＤのいずれか大きい方）

根
巻
き

部
分

の
高
さ

（
≧
柱
幅

×
２

．５
）

立上り主筋
（４本以上、頂部の折り曲げ等の
措置、表に定める定着長さ）

基礎主筋

基礎主筋

Ｕ字形
補強筋

基礎主筋

Ｕ字形補強筋

（
＞
柱
幅

×
２．

０
）

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

注）　許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

※構造用アンカーボルトは原則としてＪＩＳ　Ｂ　１２２１を使用する。

二重ナット
等の戻り

止め
ベース
プレート厚
≧１．３ｄ座金

アンカー
ボルト径（ｄ）

アンカーボルト
（定着長さ≧２０ｄ
かぎ状に折り曲げる
等の措置）

に対し均等に配置
アンカーボルトを柱の中心

縁端距離（ボルト孔の径に
応じ、表に示す数値以上）

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×０．２

（令７７条を準用）
帯筋

（柱幅以上）
コンクリートのかぶり厚さ

柱
の
埋
込

み
部
の

深
さ

（９）頭付きスタッド （ＪＩＳ　Ｂ　１１９８　－　２０１１）

スタッド材の標準形状・寸法

スタッド材

呼び名
軸径ｄ
㎜

頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ
㎜ ㎜ ㎜

形状

Ｄ

Ｌ

φ１３㎜

φ１６㎜

φ１９㎜

φ２２㎜

ｄ

Ｔ

φ２２㎜

１６

１９

２２

２５

３２

２９

２５

３５

４１ １２

１０

１０

８

８１３ □８０　□１００　□１２０　□

□８０ 　□１２０　□

□８０　□１００　□１２０　□

□１２０　□１５０　□１７０　□

□８０　□１００　□１２０　□１５０　□

（１０）梁貫通補強
・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。

・梁端部（内法スパンｌの１／１０以内かつ、２Ｄ以内）は避ける

・φ≦０．４Ｄ

・φ’は補強板の穴径を示す

φ１ φ２

貫通孔の間隔

（φ１＋φ２）×３／２以上

２φ

１

１

２
φＤ φ
’

φ
’

１０ １０

１

φ

φ
’１

φ

Ｄ

１０ １０

φ

１

１

１

１

プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

リブプレート補強パイプ補強（小径の場合）

プレート補強の板厚

スリーブ径

φ≦　０．１５Ｄ

φ≦　Ｄ／４

φ≦　Ｄ／３

φ≦　０．４Ｄ

補　強　板

補強板不要

Ｗｅｂ板厚以上（片面）

Ｗｅｂ板厚以上（両面）

Ｗｅｂ板厚×１．２倍以上（片面）

鉄 骨 構 造 標 準 図 （２）

１０５

エレクション
ヒ゜ース

スプ ライス
フ レ゚ート

　□

※大梁継手リスト参照

※小梁継手リスト参照



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
ベースパック柱脚工法標準図 ００８

（一財）日本建築センターによる一般評定「ＢＣＪ評定－ＳＴ００９３－１９」（令和６年６月２１日付）角形鋼管

１５０　～ □－３００×３００　用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。
２０２４年１０月作成

３．構成部材・寸法

ベースパック柱脚工法　標準図
設計

施工
２９５Ｎ／ｍｍ　以下

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
ＴＥＬ０３（３２９６）３５１５ＴＥＬ０３（３６２４）５３３６２ベースパック　型

１．工法概要

２．柱

□－１５０×

Ｆ値

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

（注）上記　１　～　１０　の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは５０ｍｍ以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

Ａ Ｂ （ｅ）呼び

Ｍ２７ ２２ ４１ ４７

Ｍ３０ ２４ ４６ ５３

Ｍ３３ ２６ ５０ ５８

Ｍ３６ ２９ ５５ ６４

注１）据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

ｉ）　アンカーフレーム　Ａタイプの場合

呼び Ｌ ｂ

１２８

Ｘ

４５

Ｍ３６ Ｄ３８ ６０７７０

Ｍ３３ ７２０

Ｍ３０ ６９５Ｄ３２

Ｄ３５

Ｍ２７ ６５０Ｄ２９

１３３Ｍ３０ ６９５Ｄ３２

Ｍ３３ ６９０，７３５Ｄ３５ ９５，１４０

ｉｉ）　アンカーフレーム　Ｃタイプ の場合

約３
０ｍ

ｍ

１

３

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。１．０～１．１

（注）上記　６　～　９　は現場状況により仕様が異なる場合がある。 ５５

ｇ１ ｄｔ

９ ２８

材質

５５ ３１

６０ ３４ ＳＳ４００

６５ １２ ３７

９

９

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

１０
３

角形鋼管

２

＜　Ａタイプ　＞ ＜　Ｃタイプ ＞

Ｘ

４５

４５

６０Ｍ３６

Ｍ２７

Ｍ３０

Ｍ３３

Ｍ３６

Ｄ３８ ７７０ １３０

※トップフープはダブルとし、

４５

Ｌ

４５

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

クシート等により施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理
技術者等による。

２／３　程度

１　アンカーボルト

２　注入座金

３　Ｍナット

４　ベースパックグラウト（グラウト材）

５　定着座金

６　テンプレート

７　フレームポスト

８　フレームベース

９　ステコンアンカー

（コンクリートアンカー）

１０　ベースプレート

１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート

３．３ Ｍナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト（グラウト材）の注入

４

１

５

９

３

７

８

６

２３５

ＢＣＲ２９５

ＢＣＰ２３５

鋼種 採用Ｆ値（Ｎ／ｍｍ　　）

２９５

ＳＴＫＲ４００

●材質
ＳＮ４９０Ｂ 【ＪＩＳ　Ｇ　３１３６】

ＰＭ２７

記号

Ｍ３３

Ｍ３６

３５ １１０

適用
ａ１ ｃ

１８ ３４

ｔ ｄ

Ｍ２７

Ｍ３０ＰＭ３０

ＰＭ３３

ＰＭ３６

３１

２８

１０１３２

３２ １０１

１８

１８

１１０

アンカーボルト ａ２

４５

４２

４２

３５ ４５ １８ ３７

注入座金

３．６ フレームベース

ｉ）　Ａタイプ ｉｉ）　Ｃタイプ

ｄ
異形部
呼び名

呼び
ｄ

単位　ｍｍ 単位　ｍｍ

単位　ｍｍ

単位　ｍｍ

単位　ｍｍ

単位　ｍｍ

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注１） 注１）

記号
ａ

寸法（ｍｍ）

ベースプレート

採用

１５－１２Ｖ （イ） ３００ｔ≦１２

１７－１２Ｖ

２０－０９Ｖ

２０－１２Ｖ

２５－０９Ｖ

２５－１２Ｖ

２５－１６Ｖ

３０－０９Ｖ

３０－１２Ｖ

３０－１６Ｖ

３０－１９Ｖ

□－１５０×１５０

□－１７５×１７５

□－２００×２００

□－２００×２００

□－２５０×２５０

□－２５０×２５０

□－２５０×２５０

□－３００×３００

□－３００×３００

□－３００×３００

□－３００×３００

ｔ≦１２

ｔ≦９

ｔ≦１２

ｔ≦９

ｔ≦１２

ｔ≦１６

ｔ≦９

ｔ≦１２

ｔ≦１６

ｔ≦１９

φ４５

３２０

３６０

３６０

４２０

４２０

４５０

４８０

５２０

５２０

５５０

５０

４５

５０

５０

５５

５５

５０

６０

５０

５０

５０

３１０

３１０

８０

３６０

φ４５

φ４５

φ５０

φ５５

φ５５

φ５０

φ５５

φ５０

φ５５

φ５５

４－Ｍ２７

４－Ｍ３０

４－Ｍ３０

４－Ｍ３３

４－Ｍ３６

４－Ｍ３９

８－Ｍ３３

４－Ｍ３９

８－Ｍ３０

８－Ｍ３６

８－Ｍ３６ １２－Ｄ２２

Ｄ１３＠１００

本数－呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

（ｍｍ）

最低ｈ寸法

５５０

６００

６００

６００

６５０

６５０

６５０

６５０

６５０

７００

７００

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

ＳＮ４９０Ｂ

材質 形状

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

アンカーボルト柱

外径 板厚

２５０

２８０

３１０

３１０

３６０

３７０

２４０

４２０

３１０

３１０

３４０

寸法Ｗ（ｍｍ）

フレームベース

１５０

１８０

２１０

２１０

２６０

２７０

１４０

３２０

２１０

２１０

２４０

寸法Ｘ（ｍｍ）

フレームポスト間

１３５

１３５

１３５

１３５

１５０

１５０

１３５

１５０

１３５

１５０

１５０

Ｊ寸法

（ｍｍ）ｌ１ ｌ２

２００

２３０

２６０

２６０

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

ｔ

２８

３２

２８

３２

３２

３６

３２

３６

３２

４０

５０

ｄ（ｍｍ） （ｍｍ）

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

寸法Ｄ（ｍｍ）

５００

６１０

５３０

５６０

５６０

６８０

７００

７４０

６３０

６２０

７１０ ■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

（ＪＡＳＳ　６　鉄骨工事による）●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接）

■組立

Ｇ

Ｒ

完全溶込み溶接の開先標準（ＪＡＳＳ　６　鉄骨工事　２０１８年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
１

適用板厚
Ｔ（ｍｍ）

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

Ｔ

覆
被

６～

６～

ルート間隔Ｇ（ｍｍ）

標準値 許容差

７

９

６

７

－２，＋∞
（－３，＋∞）

ルート面Ｒ（ｍｍ）

標準値 許容差

２

２

２

２

－２，＋１
（－２，＋２）

－２，＋∞
（－３，＋∞）

－２，＋∞
（－３，＋∞）

－２，＋∞
（－３，＋∞）

－２，＋１
（－２，＋２）

－２，＋１
（－２，＋２）

－２，＋１
（－２，＋２）

開先角度α１（°）

標準値 許容差

α１：４５

－２．５，＋∞
（－５，＋∞）

下向き

溶接
姿勢

α１：３５

α１：４５

α１：３５

－２．５，＋∞
（－５，＋∞）

下向き

許容差・記号＋∞は制限無しを示す。

ｔ＜３２

板厚（ｍｍ）
溶接方法

ＳＮ４９０Ｂ

鋼種

予熱なし

３２≦ｔ≦５０

５０　℃

予熱なし

予熱なしＳＮ４９０Ｂ

設計基準強度

（Ｎ／ｍｍ　　）

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

２１以上

※ただし基礎立上がり高さが５０ｍｍを超え３００ｍｍ以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

ＳＤ３４５（Ｄ１９，Ｄ２２）

●鉄筋

ＳＤ２９５（Ｄ１３，Ｄ１６）

は２１Ｎ／ｍｍ　以上とする。

●形状

２

角形鋼管

１０
３

２

４

１

５

９

８

７

３

Ｍ３９ ３１ ６０ ６９

６０Ｍ３９ Ｄ４１ ７７０，８１０ ９８，１３５

８０ １２ ４０Ｍ３９

Ｍ３９ＰＭ３９ １１８３８ ４８ １８ ４０

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

８０

８０

８０

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

：柱心とテンプレ－トのけがき線との
許容差

ｅ１

－３≦ｅ≦１０

－２≦ｅ１≦２

容
差

標
準
許

ｅ１

ｅ１

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

１２－Ｄ１６

１２－Ｄ１９

１２－Ｄ１６

１２－Ｄ１９

１２－Ｄ１９

１２－Ｄ１９

１２－Ｄ１９

１２－Ｄ２２

１２－Ｄ２２

１２－Ｄ２２

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

Ｄ１３＠１００

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法
●ベースパックの据付け高さ（ｈ寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低ｈ寸法）は下表に記載の値とする。

ｉ）　アンカーフレーム　Ａタイプの場合

ｉｉ）　アンカーフレーム　Ｃタイプ の場合

ｇ１ ｄｔ 材質

５５ ３２

６０ ３５ ＳＳ４００

６５ ３８

９

９

Ｍ３０

Ｍ３３

Ｍ３６

単位　ｍｍ

９

ｇ２

１６８

１７３

１７８

１９０

ｌ３

－

－

－

－

－

－

－

２６０

２６０

２９０

４９０

基準強度
（Ｎ／ｍｍ　）

４９０

４９０

４９０

４９０

４９０

基準強度
（Ｎ／ｍｍ　）

４９０

４９０

基準強度

（Ｎ／ｍｍ　　）

ｉｉｉ）　特Ｃタイプ

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

＜　特Ｃタイプ　＞

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Ｃタイプを選択できる。

※

特Ｃ

－

－

－

－

－

－

７１０

７４０

－

６４０

７１０

－

－

－

－

－

－

４４０

－

５１０

５１０

５４０

－

－

－

－

－

－

３００

－

３７０

３７０

４００

特Ｃ 標準フ 特Ｃ

ＴＳＣ２９５

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□ 下表標準柱型寸法からの変更あり

４．４ 特記事項

□ 下表標準配筋仕様からの変更あり

□ 立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、４隅のアンカーボルト４本で組立て

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（６ｋｇ）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの
注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された有
資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェッ

※フラックス入りワイヤによるＣＯ　ガスシールドアーク溶接の予熱温度は、低水素被覆アーク溶接に準じる。２

２ＣＯ　ガスシールドアーク溶接※

低水素系被覆アーク溶接

●気温（鋼材表面温度）が５゜Ｃ以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

・２段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

●ベースプレートの中心線（ケカ゛キ線）に柱材軸心を合わせる。

（「柱型寸法最大・最小値一覧」による）

普通コンクリートとし、設計基準強度

４．２アンカーボルト（Ｍアンカーボルト）３．２ 【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

２ ２

アンカー
フレーム
タイフ゜

標準フレーム２２ 標準フレーム

２

３．５

ＡＢ

（ｅ
）

ｄ

１２０ Ｘ ｂ

ｄ

Ｌ Ｌ

１２０ Ｘ ５０

ｄ ｄ

ａ２

ｄ

注入口

ｔ
ａ１

ｃ

ボルト孔

Ｄ

Ｄ

５０ｘ

５０

Ｊ
３０

以
上

９０
ｈ寸

法

Ｗ

５０

５０ｘ

Ｗ

Ｊ
３０

以
上

９０
ｈ寸

法

ａ

ｔ

ｄ

ｌ１
ｌ２

ｌ３
ｌ２

ｌ１

ａ

ａ

ｔ

ｌ１ ｌ１

ｌ１
ｌ１

ｌ２

ｌ２
ｄ

ａ

ｌ１ ｌ２ ｌ３ ｌ２ ｌ１

５０ ５０Ｗ６５

５０
５０

Ｗ
６５

５０ ５０Ｗ

５０
５０

Ｗ

１５０以上

３０
９０

以
上

ｄ

ｇ１

ｇ１

ｄ

ｇ２

ｇ１

ｔ

ｔ

１１３

５０ ５０Ｗ

５０
５０

Ｗ

７６

７６

５０

５０ｘ

Ｗ

Ｊ
３０

以
上

９０
ｈ寸

法



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義
デッキ合成スラブ設計施工標準図

００９

１．　　　設　　　　計

４．　　　施　　　　工

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。（図４）
溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ないスランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

養　生９

５

８

７

開口部補強６

（図５）

５０ｍｍ以上

のうち大きい値以上

溶接金網又は異形鉄筋

３０

（図４）

スーハ ー゚Ｅ

ＳＥスヘ゜ーサー等

ＥＺ５０

敷込み・仮止め

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。

（ｆ）焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）の溶接条件及び溶接機器仕様

（図２）

４

３

２

割付け計画１

ヒ゜ッチ
焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

（図１）

大梁

デッキ山部

（図３）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

５－２．　　　標準納まり：Ｓ造（鉄骨造）の場合

（１５０ｍｍ以上）

２００ｍｍ以上

寸法はφ６－１５０ｘ１５０を示す

横筋

又（　）内寸法はφ６－１００ｘ１００を示す

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

３０ｍｍ

溶接金網

＜溶接金網＞

コンクリート

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。
２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

異形鉄筋　Ｄ１０＠２００以下

スーパーＥデッキ

３０ｍｍ

スーパーＥデッキ

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。（右図）
１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

＜異形鉄筋＞

重ね代４５ｄ以上

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

（３）建物外周部デッキ幅方向

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

梁耐火被覆

小口ふさぎ

デッキ受材

（７）デッキ長手方向梁継手部

コンクリート

（８）デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

ＦＢ６５ｘ６等

現場切断
（幅調整板）

ａ－ａ断面図ＦＢ６５ｘ６等
テ゛ッキ受材

コンクリート

デッキ受材
ＦＢ６５ｘ６等

（デッキ）
現場切断

柱

溶接金網又は
異形鉄筋

又は頭付きスタット゛

発射打込みびょう

溶接金網又は

幅調整板

２００ｍｍ以下
焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

（６）柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

スーパー

梁耐火被覆

（４）建物内部デッキ長手方向

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

５０ｍｍ以上

コンクリート

小口ふさぎ

５０ｍｍ

（１）建物外周部デッキ長手方向

壁

コンクリート

小口ふさぎ

壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

以上

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

６．　　　ひび割れ拡大防止のための留意点（参考）

５－１．　　　溶接金網又は異形鉄筋の納り（共通）

は異形鉄筋

Ｅデッキ
Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

Ｅデッキ
スーパー

７，３５０

１．２ｍｍ

１１，０２５

（単位：Ｎ）

１．６ｍｍ

（接合部で幅調整をしてはならない。）

Ｐ　＝　ＭＩＮ　（　６００ ， Ｐ１　）

Ｐ１　＝　ｑ　／　Ｑｍ ｘ １０００

（特記）［ ］ｍｍ、下式による。

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

Ｑｍ：１ｍ当りの設計水平せん断力

溶接ピッチ（Ｐ）：特記無き限り６００ｍｍ以下とする。

（単位：Ｎ）

１．０ｍｍ

２，８５０ ５，３００

１．６ｍｍ

（ｇ）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（ｍｍ）

梁フランジ板厚（ｍｍ）

溶接　電流（Ａ）

溶接径（ｍｍ）

接

件
条

準
溶

標

又はエンジン溶接機２３０Ａ以上

１８　以上

８～１２

６　以上

１９０～２３０

１．０～１．６

交流アーク溶接機ＡＷ２５０Ａ以上

ＪＩＳ　Ｚ　３８０１基本級以上又は

低水素系溶接棒φ４ｍｍ

ＪＩＳ　Ｚ　３８４１基本級以上

３．　　施　工　時　許　容　ス　パ　ン

ＥＺ５０

板 厚
（ｍｍ）

山上コンクリート厚さ

３．０７

３．３５

３．３３２．４８

３．６２２．７１

３．２３２．４３

３．５６２．６５

３．１４２．３９

３．４９２．６０

３．０６２．３４

３．４３２．５６

３連梁２連梁単梁 単梁 単梁 単梁

１．０

１．２

１．６

（単位：ｍ）

１　算出方法は、「デッキプレート床構造設計・施工規準」に準拠しています。

２　単純支持条件の場合は「単梁」の欄を、連続支持条件の場合は「２連梁」

※注意

１．０ｍｍ

４，５００

（ｈ）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

デッキ板厚

ＳＰＷ ４，５００

１．０ｍｍ

１１，０２５

１．６ｍｍ

７，３５０

１．２ｍｍ

１．２ｍｍ

４，０００

（９）デッキ長手方向段差部 （１０）デッキ幅方向段差部

２．９０３．０６２．３５ ２．９７２．３０ ２．８９２．２６ ２．８１２．２２

３　耐火要求のない場合又はロックウール被覆耐火構造（２．耐火設計参照：

することができます。

アークタイム（ｓｅｃ）

ＥＺ７５ ３．９０

４．１６

４．０５３．２４

４．４２３．５３

３．９４３．１８

４．３６３．４７

３．８４３．１２

４．３１３．４１

３．７４３．０７

４．２５３．３５

１．０

１．２

１．６

３．７３３．７２３．０６ ３．６２３．００ ３．５２２．９５ ３．４３２．９０

品名

重ね代　１５０ｍｍまたは１メッシュ＋５０ｍｍ

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

項目 溶接方法

デッキプレート幅方向

板厚１．２ｍｍ以上）とする場合は、山上コンクリート厚さを５０ｍｍ以上と

「３連梁」欄の数値をご使用下さい。（支持スパンのとり方は右図を参考）

タイプ

Ｂ

（大梁）接合部２箇所 接合部２箇所

（小梁） 各谷１箇所

中間１箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（図１）

ＥＺ５０

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

ＳＰＷ　： 標準溶接径　１８ｍｍ以上 ※溶接位置等は特記による。

普通コンクリート

φ６－１５０

Ｄ１０－２００

ＳＥスヘ゜ーサー

エント゛クロース゛

頭付きスタット゛

焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ　（ｍｍ）

溶接金網　（ＪＩＳ　Ｇ３５５１）

異形鉄筋　（ＪＩＳ　Ｇ３１１２，３１１７）

コンクリート

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

設計基準強度　（Ｎ／ｍｍ　）

びょう打ち

（　　　１８） ※Ｆｃ１８はＥＺ５０耐火認定仕様に注意！

５０

９５ ※耐火認定仕様は，８０以上

【注意】

梁との接合形式

板厚および表面処理
※板厚１．０ｍｍはめっき仕様のみ

表面処理板厚　（ｍｍ） 仕様 種類の記号　＊１

１．２ なし

塗装

めっき

１．６ なし

塗装

めっき

１．０ めっき

＊２

Ｚ１２

その他［ ］　　　

＊２

Ｚ１２

その他［ ］　　　

Ｚ１２

その他［ ］　　　
ＳＤＰ２Ｇ

ＳＤＰ１Ｔ

ＳＤＰ２Ｇ

ＳＤＰ２

ＳＤＰ２Ｇ４種の防錆性を有した塗料

＊２　ＪＩＳ　Ｋ５６２１（２００８）

＊１　ＪＩＳ　Ｇ３３５２

（注）

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

３．０１

３．２８

３連梁

２．８５

３．８４

４．１０

３．６８

２．９５

３．２２

３連梁

２．７９

３．７９

４．０５

３．６３

２．９０

３．１６

３連梁

２．７４

３．７４

４．００

３．５９

２連梁 ２連梁 ２連梁

ＥＺ７５　　

Ｚ２７ Ｋ１８

Ｚ２７ Ｋ１８

Ｚ２７ Ｋ１８

２１ ２４

６０ ７０ ８０ ８５ ９０

［　　　　　　　　］１００

φ６－１００

　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

ＳＥハンカ゛ー

小口フサキ゛

　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

ＳＥメント゛

ＥＺ５０

ＳＥクローサ゛ー
ＳＥハンカ゛ー

ＳＥスヘ゜ーサー

ＳＥＦ

幅調整板

ＥＺ５ ０
ス ーパー Ｅ

デッキプレート形状・寸法 システム部品

ＥＺ７５

ＥＺ５０

７５

６００

６００

５０

１７５ １２５

１８０ １２０

１２５ １７５

１１５ １８５

＊溝部換算スラブ厚さは、ＥＺ５０　２４ｍｍ、ＥＺ７５　３６ｍｍです。

２．　　耐火設計　（耐火補強筋不要仕様）

溶接金網又は

鉄骨梁
５０

スパン

コンクリート

合成デッキ

（単純支持）
３０

鉄骨梁 ５０

３０

スパン

溶接金網又は

（普通）
コンクリート

５０

鉄骨梁

※梁の耐火被覆は、
鉄骨梁

スパン

必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

５０

※注意

（普通）

異形鉄筋

スーハ゜ーＥテ゛ッキ
合成デッキ

異形鉄筋

＊５　許容スパンは，鉄骨梁の芯間距離とする。

スーハ゜ーＥテ゛ッキ

　　本表の許容スパンは耐火認定の条件であるので，別途施工時の許容スパンを確認すること。

＊３　鉄筋比は，０．２％以上。同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

＊４　許容荷重は，全荷重（固定荷重＋積載荷重）からスラブ自重を差し引いた数値である。

（連続支持）

吹付けロックウール

５０
または７５

※括弧内の数値はＦＰ１２０ＦＬ－０１０３の場合

溶接金網又は
異形鉄筋

スーハ゜ーＥテ゛ッキ

コンクリート

耐火構造仕様（詳細は下記の通り）

認定番号

認定条件
断面仕様 使用条件

コンクリート
ひび割れ
拡大防止筋

許容
荷重

（ｋＮ／ｍ　）

許容

（ｍ）

接合形式の適用

頭付き
スタッド

焼抜き
栓溶接

発射打込
みびょう

ＦＰ０６０ＦＬ－００６６

普通８０

２１～２４

呼び径Ｄ１０以上

２００ｘ２００以下

線径６ｍｍ以上

１５０ｘ１５０以下

３．５ ３．０ ○ ○ ○
ＦＰ０６０ＦＬ－００７９ １８～２４ ５．４ ２．７ ○ ○ ○
ＦＰ０６０ＦＬ－０１０４ １８～２４ ７．０ ２．５ ○ － －
ＦＰ０６０ＦＬ－００７３ １８～２４ ３．５ ３．４ ○ － －
ＦＰ０６０ＦＬ－００７８ １８～２４ ５．４ ３．０ ○ ○ －

ＦＰ１２０ＦＬ－０１０３ 普通９０
１８～２４

線径６ｍｍ以上

１００ｘ１００以下

６．０ ２．５ ○ ○ －

認定番号 耐火時間
吹付け厚さ

（ｍｍ）

かさ比重

（ｇ／ｃｍ　）

ＦＰ０６０ＦＬ－０１１４ １時間 １５以上 ０．３以上

＊５＊４＊３

８０
（９０）以上

＊６

品名

ＥＺ５０ １．０以上

ＦＰ０６０ＦＬ－０１１５ １時間 １５以上 ０．３以上 ＥＺ７５ １．０以上
１００ｍｍ

デッキ板厚
（ｍｍ）

種類・
（ＦＣ）

条件
支持

＊７　頭付きスタッドはφ１６ｍｍ以上＠３００ｍｍ以下とする。

呼び径Ｄ１０以上

２００ｘ２００以下

単純
連続

単純
連続

※単純支持条件でも耐火補強筋は不要

耐火
区分

品名

床１
時間

ＥＺ５０

ＥＺ７５

床２
時間 ＥＺ７５

梁耐火被覆

異形鉄筋
溶接金網又は

コンクリート

ＦＢ

Ｄ１０

＊２

＊２

＊２　焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又は
頭付きスタッド

５０ｍｍ以上

コンクリート

は異形鉄筋
溶接金網又

小口ふさぎ

山形鋼等６ｍｍ厚以上

Ｅデッキ
スーパー

Ｄ１０

＊２

＊２梁耐火被覆

耐火要求なし

ＦＰ１２０ＦＬ－０１８３ＥＺ５０
＊８

普通８５ ４．４ ２．７ ○ － －

＊８　スラブ自重が２，７３０Ｎ／ｍ を超える場合は、超えた重量分を許容積載荷重から差し引く。

３．１９２．４１

３．５２２．６３

単梁

２．９３２．２８

３．８９３．１５

４．３３３．４４

３．５７２．９８

２．９８

３．２５

３連梁

２．８２

３．８２

４．０８

３．６６

２連梁

ＦＰ１２０ＦＬ－０１１７ ２時間 ２０以上 ０．３以上 ＥＺ７５ １．０以上

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Ｑ＆Ａを参照

＊１ ＊１

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Ｑ＆Ａを参照

＊１

＊２　焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又は
頭付きスタッド

＊１ 溶接方法等は合成スラブ工業会Ｑ＆Ａを参照

ＦＰ１２０ＦＬ－０２１２ ２時間 ２０以上 ０．３以上 ＥＺ５０ １．０以上

ｃ ｃ

８．　　　　開 口 部 補 強　（例）

３

Ｄ２２　ｏｒ　２－Ｄ１６

・定着長さ；開口端より４０Ｄ以上

・記号　ａ；耐力補強筋（上下端共）
　　　　ｂ；開口補強（配力筋）、Ｄ１３以上
　　　　ｃ；開口補強、Ｄ１０以上

Ｍ

ｆｔ・ｊ

・耐力補強筋の所要断面積；

　　　　ｄ；耐火補強筋、Ｄ１３以上

Ｗ

ｂ

Ｌ

≧４０Ｄ

ａｃ

ａｔ＝

ｃ

ｂ

≧４０Ｄ

ａ

ｃ

ａ）溝配筋方法

・かぶり　；３０ｍｍ以上

≧４０Ｄ

ａ

ａ；かぶり３０ｍｍ以上

ｂ

　　・耐火補強筋　ｄ；

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｎ ： 切断された耐火補強筋の本数

ａｄ　： 所要鉄筋サイズ

ｎ

ａｄ

１

Ｄ１６

２

Ｄ１９

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅（ｗ）６００ｍｍ、奥行き（Ｌ）９００ｍｍ程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

１．開口が独立している場合

Ｗ≦６００ｍｍ

ａ；Ｗ，Ｌ≦３００の場合はＤ１６

ｃ；Ｄ１０（上端）

ｃ

ａ）φ１５０ｍｍ程度
ｃ

ｃ

ｃ

（Ａ）箱抜きの場合

ｃ；Ｄ１０（上端）

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

ｂ；Ｄ１３（上端）、ｃ；Ｄ１０（上端）

ａ；Ｄ１３（上・下端）

ｃｃ ｃ

ａ ａ

ｃ

ｂ

ｂ

ａ

ｃ

イ）開口間の内法寸法＞３ｘ開口径
ａ）φ１５０ｍｍ程度

ｃ ｃ

２．開口が連続している場合

ｃ

ｃ

ｃ

Ｌ≦

それ以外はＤ２２

９００ｍｍ

ｂ）□３００程度

ｃ）□６００ｘ９００程度

ｂ；Ｄ１３（上端）、ｃ；Ｄ１０（上端）

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（Ｄ１０以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ｃ；Ｄ１０（上端）

ａ；Ｄ１６（上・下端）

ｂ；Ｄ１３（上端）

ｂ

ｃ；Ｄ１０（上端）

ａ；Ｄ２２（上・下端）
ｂ；Ｄ１３（上端）

ｂ

ｃ

ｂ

ａ

ｃ

ａ

ｂ

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｂ

ｂ

ａ

ｃ ｃ

ａ

ｃ ｃ

仮想開口

ｃ

ｃ

７． ｅ－ｗｏｒｋｓ＋開口緩和（ＥＺ５０）

ｅ－ｗｏｒｋｓ＋開口緩和（ＥＺ５０）　ＢＣＪ評定－ＳＴ００７６－０７　※詳細は７．ｅ－ｗｏｒｋｓ＋開口緩和（ＥＺ５０）参照

積載荷重・支持スパンが耐火認定範囲を超える場合には別途お問い合わせください。

厚さ（ｍｍ）

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（Ｗ　はデッキ幅方向をＬ　

２

必要に応じて行う。

適用する．

＊６　この耐火条件に適合しない場合は吹付けロックウール被覆耐火構造（下記表参照＊デッキ板厚注意）を

２

＊７

＊７

＊７

スパン

デッキプレート長手方向　溶接ピッチ（Ｐ）

ＳＰＷ

デッキ板厚

（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる（図５）

打込みびょう

デッキ板厚

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（６．開口部補強を参照。）

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い充分な養生期間を設ける。

・大梁上の補強（例）

ひび割れ

４００ｍｍ以上

４００ｍｍ以上

例）補強筋　Ｄ１０＠２００

デッキプレート

デッキプレート

溶接金網または
異形鉄筋

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

（表１）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるようにデッキプレート山部が梁上にこないように納める。

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図２の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（ｅ）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ
ヤで傷つけないようにする。

（ｂ）デッキプレートは梁上に安全な状態で仮置きし、
風等で飛ばされないように養生する。

（ｃ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株），日本パワーファスニング（株）

７０ｍｍ ８０ｍｍ ８５ｍｍ ９０ｍｍ １００ｍｍ

※耐火認定上のスパンは梁芯間距離

梁耐火被覆

（５）デッキ幅方向デッキ振り分け

施工時スパン

スーパーＥデッキ－耐火補強筋不要タイプ－
開口緩和

デッキ合成スラブ

設計・施工標準仕様書

焼抜き栓溶接又は
発射打込みびょう

幅調整板

梁耐火被覆

幅調整板を溶接等で

結合する

Ｅデッキ
スーパー

デッキプレートと

用いる場合は不要

※頭付きスタッドを

（２）建物外周部デッキ幅方向

※上記の表は開口投影長さの和であり、開口１つあたりの開口寸法は３００ｍｍ以下とする。

ｍｙ ３００２８８２７６２６４２５２２４０２２８２１６２０４１９２１８０

Σｍｘ ６２５６００５７５５５０５２５５００４７５４５０４２５４００３７５

２．５２．４２．３２．２２．１２．０１．９１．８１．７１．６１．５

梁芯間スパンｌｘ，ｌｙ（ｍ）

表７．２　開口率に基づく梁芯間スパンにおける開口投影長さの和の上限（ｍｍ）

ｌｙ ｍｘ２ｍｘ１
０．１２≦ｒｙ　＝

ｍｙｍｙ

ｌｘ
０．２５≦ｒｘ　＝

Σｍｘ

ｌｙｌｘ

開口率の考え方

詳細は別途お問い合わせください。

※開口寸法に応じ、面内せん断耐力を低減する必要がある。 ｅ
ｙｅｙ≧２５０ ２場合がある。詳細は下記及び下表を参照すること。

ｓｘ　≧ ×３
※開口率の制限により、許容開口寸法の最大が３００ｍｍを下回る ｅｘ≧４５０ ｍｘ１　＋　ｍｘ２

１２％以下デッキ長手方向 ｒｙ
ハ） ｍｘ２ｓｘｍｘ１開口率

ｅｘ２５％以下デッキ幅方向 ｒｘ

２５０ｍｍ以上デッキ長手方向 ｅｙ
開口位置

４５０ｍｍ以上ｅｘデッキ幅方向 ｍｘ

ロ）
デッキ長手方向 ｍｙ ｍ

ｙ３００ｍｍ以下※開口寸法
ｍｘデッキ幅方向

イ）

品名 ― ＥＺ５０

適用範囲記号項目

表７．１　適用範囲

表７．１の適用範囲を満足する場合、耐力補強筋を省略できる。

基準強度

２

３

（注３）

又は頭付きスタッド
焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

溶接金網又は
異形鉄筋

Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

異なります。

適用可能範囲が
認定仕様により

５０～

（図３）

カタログ及び設計・施工便覧による。

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」日鉄デッキプレート

（一社）日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」（一社）日本建築学会編「建築工事標準仕

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」合成スラブ工業

ハ）梁芯と開口の最小距離ｅｘおよびｅｙが左表を満足することを確認する。

単独開口とみなすことができる。（長手方向は開口同士の距離に依らない。）

ロ）デッキ幅方向において、開口同士の内法距離ｓｘが下式を満たす場合、個々の
イ）一つの大きな開口とみなして、左表を満足することを確認する。

複数開口時の取り扱い

デ
ッ
キ
長
手
方
向

梁芯間にある開口投影長さの和 を梁芯間スパン（Σ （ｌｘ，ｌｙ）ｍｘ，ｍｙ） で除した値を開口率（ｒｘ，ｒｙ）とする。開口率の制限は梁芯間スパンに応じて表 ７．２の通りである。

★本仕様の範囲外の場合はイ）小梁を設けるロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

　　増加曲げモーメント
Ｍ；開口によって生じる隣接スラブの

ｔ　 ｄ　

耐火補強筋

ａｔ又はａｄの大きい方

ｄ 開口（Ｗ）

ｃ
ａ

ａ

ｃ ｂ
ｄ

を切断

　　・所要配筋量は、ａ 又は ａ の大きい方。

はデッキ長手方向を示すものとする）

ｂ）開口群

同様の補強とする。

□６００ｘ９００程度の開口部と
開口群を独立した一つの開口と見なし

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ１１０ｍｍ程度で開口が独立している場合

注：合成スラブの補強として、

開口補強（ｃ；Ｄ１０）は行う。

（イ，ロ共通）

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合はプレートあるいは山形鋼による補強を行う。



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構 造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に３部提出する。

１０．　報告

１１．　その他

９．　品質検査

（１）　検査対象群、検査対象層及び調査箇所数

ＸＮ≧ＸＬ＝Ｆｃ＋ｋａ・σ

抜き取りヶ所数Ｎ

合格判定係数　ｋａ １．９

１

１．７ １．６ １．５ １．４ １．３

２ ３ ９４～６ ７～８

８．　施工管理

（１）　施工の安定性を確保するため下記に示す項目について施工管理する。

（２）　コラムの芯ズレ

　　　コラムの芯ズレが許容値を超えた場合は、監督員（監理者）と協議し、設計検討により応力照査を行った上、安全であると

　　判断した場合、設計図書で示された仕様を満足しているものとする。

（３）　施工の立会い

　　　建築工事の請負者は、本地業責任者（請負業者の中から選定）及び施工責任者を定め、両者は本地業の施工中は立ち会う

　　ものとする。

検査対象群は概ねコラム３００本を１単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を０．５ｍとする。

調査箇所数

頭部コア　１００コラムを１単位とし、１単位毎に１ヶ所

深度コア　１００コラムを１単位とし、１単位毎に１ヶ所

（２）コア採取率による調査

コアボーリング調査の内、検査対象群に１ヶ所の割合でコア採取率を調査する。

コア採取率が、全長に対して粘性土で９０％、砂質土で９５％以上、深さ１ｍ毎に粘性土８５％以上、砂質土で９０％以上あることを

確認する。

（３）　合否の判定

設計対象層についての抜取箇所数をＮとする。１ヶ所あたりは３個の供試体を採取し、その平均強度をその箇所の強度とす

る。

一軸圧縮試験は公的機関あるいは検査員立会いの下に行うものとする。

検査手法は品質のバラツキを想定する場合の検査手法Ａによる。

検査手法Ａによる品質検査

合否の判定は検査対象層におけるＮヶ所（抜取箇所数）の一軸圧縮試験結果が下式を満足すれば合格とする。

ＸＮ： Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値（Ｎ／ｍｍ２　，ｋＮ／ｍ２　）

ＸＬ： 合格判定値（Ｎ／ｍｍ２　，ｋＮ／ｍ２　）

　 Ｆｃ： 設計基準強度（Ｎ／ｍｍ２　，ｋＮ／ｍ２　）

　 ｋａ： 合格判定係数

コラムの伏図及び番号

コラムの施工日

コラムの径及び実施コラム長

掘削深度

仕事量

固化材液の配合と固化材の使用量

コア供試体の一軸圧縮強度試験結果及び

合否判定結果　撹拌混合回数

ボーリングコアを用いたコア採取率

１

２

３

４

１

２

３

４

固化材

形状・寸法

撹拌混合度

支持地盤

　 σ ： 標準偏差（Ｎ／ｍｍ２　，ｋＮ／ｍ２　）

ｑｕｄ：想定した平均一軸圧縮強さ（Ｎ／ｍｍ２　，ｋＮ／ｍ２　）　

ｖ ：変動係数、品質確認書により想定する＝ｖ・

（　　　　　　　　　　　）

１．　工事概要

２．　一般事項

　本地業は、テノコラム工法による地盤改良地業である。テノコラム工法は、スラリー状のセメント系固化材（以下、固化材液と

３．　特記事項

４．　施工計画

（１）

７．　配合管理

６．　施工機械

５．　施工

（１）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないよう養生する。

（１）　共回り現象を防止する機構を有し、固化材と原位置土を確実に撹拌混合できる撹拌装置を用いること。

２．１６３

１

１．９１８

２ ３

１．８１５

４～６

１．７１９

７～８

１．６５１

９

１．５９４

Ｎ

α

Ｘｆ＝α×Ｆｃ　［α：割り増し係数、Ｘｆ：配合強度］

（１）　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したもので、テノコラム協会に所属する会員とする。

工事件名及び工事場所

称す）を地盤に注入しながら、共回り防止翼を装着した撹拌装置を用いて、原地盤土と機械的に撹拌混合し、固化材の固化反応に

より所要の強度を持つ改良柱体（以下、コラムと称す）を築造するものである。

「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ４　杭・地業および基礎工事」（日本建築学会）による。

び固化材液の配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更するこ

とができる。

（２）

（３）

（４）

（２）　施工計画書　

　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

工事期間及び工程

工事の組織（建築請負業者の本工事責任者、コラム施工業者名

施工手順

（２）　基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が出現した場合は、別途検討する。　

　　ａ．撹拌混合装置をコラム心に合わせる。

　　ｂ．固化材液を吐出せずに、空掘り部を所定の深度まで掘進する。

　　ｃ．固化材液を吐出しながら掘進・撹拌混合する。

　　ｄ．注入掘進工程が終了したら、固化材液の吐出を停止し先端部の練り返しを行う。

　　ｅ．先端練り返し工程が終了したら、撹拌軸を逆回転し引上げ撹拌混合する。

（３）　設計図書に示された支持地盤に着底する長さを実施コラム長という。

（４）　本工事により排出される発生残土は場内処分とする。

（２）　所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いること。

（３）　改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

（４）　ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

（２）　配合強度

　　　変動係数を２５％と想定し、９項に規定する抜き取り箇所数Ｎ、合格確率　８０％とした下表を用いて設定する。

（３）　室内配合試験

　　　固化材液の配合（Ｗ／Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて、現場室内強度比を考慮して、配合

　　強度を満足するように決定する。あるいは正確に土質を把握し、かつその土質に対する既存データがある場合は、その結

　　果を用いて添加量を決定する。

及び責任者、各種作業の主たる従事者）

コラム仕様及び数量

〔コラム径・掘削深度（設計コラム長＋空掘長）・本数

・設計基準強度 〕

コラムの径、掘削深度（設計コラム長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及

設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理および品質検査を実施する。

本工事工法は、技術審査証明取得工法とする。又、事前にその証明書を監理者に提出し、承認を得ることとする。

固化材配合条件

施工管理（立会い、管理項目、施工記録）

品質検査

安全衛生対策

地盤概要（土質柱状図）

コラム伏図

技術審査証明書（写）

施工機器

ｑｕｄ

検査対象層は

コラムの設計基準強度はＦｃ＝ 　　　　　ｋＮ／ｍ２　（　　　　　　　Ｎ／ｍｍ２）とする。

固化材液の添加量

：撹拌混合回数

：仕事量

（着底判定仕事量は、先行コラムの施工状況により、監督員と協議して決定する）

：鉛直性

コラム心

掘削深度

コラム径

固化材液の密度

改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計で管理する

事前にコラム心にマークを設ける

深度計で計測し記録する

撹拌装置の形状・寸法を記録する

：材料計量 水、固化材の重量

マッドバランス等

スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

スーパーシステムにて施工管理を行い、記録する

　ただし、設計対象層以外の平均強度が設計対象層の平均強度より、小さい場合は、

最も小さい低い平均強度の層を設計対象層とする。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

２

３

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

　本工事は、本特記仕様書によるほか「２０１８年版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（日本建築センター）および

（１）　固化材液に使用する材料は、セメント系固化材とする。

，，， であり、設計対象層を とする。

テノコラム地業特記仕様書 ０１０

表土表土 細砂

１２００ １．２

テノコラム地業特記仕様書



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

１／１００ Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構 造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

設計ＧＬ
ＴＰ＋６．１５

基礎下端

改良天端

改良下端

支持地盤：細砂

柱当たり１本配置

トラックスケールのコラム配置は与条件により、

総設計コラム長

※ 総延長

総空掘長総掘削長

（ｍ）（ｍ）（ｍ） （ｍ）

捨てコンクリート厚＝５０ｍｍ

対象ボーリング　Ｎｏ．４

設計ＧＬ＝ＴＰ＋６．１５

支持地盤：細砂

設計基準強度 Ｆｃ＝１２００ｋＮ／㎡

建　屋

検討施設

（ｍ）

掘削長

（ｍ）

空掘長 設計コラム長

（ｍ）（ｍ）

本　数

（本）

改良径基礎下端レベル 改良下端レベル

設計ＧＬ－３８００ ３．８０ φ１２００設計ＧＬ－１２５０ １．３０ ２．５０

φ１０００

設計ＧＬ－３８００ ３．８０ φ１０００ 　４

トラックスケール 設計ＧＬ－３８００ ３．８０ 　４設計ＧＬ－１３００ １．３５ ２．４５

総本数

φ１０００

設計ＧＬ－１３５０ １．４０ ２．４０

テノコラム伏図

１２

５

２５

９５．００ ３３．１０ ６１．９０

２５０６１１

０１１

改良径φ１０００

Ｆ３

改良径φ１０００

Ｆ１Ｂ

改良径φ１２００

Ｆ２、Ｆ２Ａ

改良径φ１０００

Ｆ１、Ｆ１Ａ

２０００

５００５００ １０００

１
００

０

５
０

０
５

００

１２
００

１２００

６
０
０

６
００

６００ ６００

掘
削

長
３８

００

空
掘

長
設
計
コ
ラ
ム
長

５
０

捨てコンクリート

２０
００

５０
０

５０
０

１０
００

１０００

５００５００

１
００

０

１０００

５００ ５００

５０
０

５
００

▲

▼Ｃ２５２柱芯

柱芯Ｃ２５２

▼
壁
芯

▲ ▲
壁
芯

Ｃ
２
５
２
柱
芯

▼
Ｃ
２
５
２
柱
芯

▼

▲
壁
芯

▼
柱
芯

Ｃ
２
０
９

▲

▼ 柱芯

柱芯Ｃ２０９

Ｃ２０９

基礎形状、コラム配置（建屋）

テノコラム数量表

特記事項

テノコラム伏図　Ｓ＝１／１００

１．基礎下端：（　）内は設計ＧＬからの基礎下端レベルを示す

　　　　　　　特記無しは設計ＧＬ－１２５０

２．改良径：

：建屋　φ１０００

：建屋　φ１２００

：トラックスケール　φ１０００

標準断面図

Ｘ

Ｙ

（－１３００）

トラックスケール

（－１３５０）

（－１３５０）

Ｆ２ Ｆ２

Ｆ１Ｂ

Ｆ１

Ｆ１ＡＦ１Ａ

Ｆ１Ｂ Ｆ１Ｂ

Ｆ２ Ｆ２

Ｆ１

Ｆ２Ａ

Ｆ３

Ｆ３

２１
０

２１
０

８，
４２

０

４，
２１

０
４，

２１
０

３，７１０ ３，５００ ５，０００

２１０２１０ １８５

５，０００

３，
００

０
２，

４２
０

３，
００

０

１８
５

１８
５

８，
４２

０

Ａ

Ｂ

１ ４３２ ５

Ａ

Ｂ

５，１８５

２２，３９５



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

１／１００ Ｓ基礎伏図

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

０１２

２１
０

２１
０

８，
４２

０

４，
２１

０
４，

２１
０

３，７１０ ５，０００３，５００ ５，０００

２１０２１０ １８５

１，０００

７７５ ４２５

３，
００

０
２，

４２
０

３，
００

０

１８
５

１８
５

８，
４２

０

５，１８５

２２，３９５

Ｆ１Ｂ Ｆ１Ｂ

Ｆ２ Ｆ２

Ｆ２ Ｆ２

Ｆ１Ｂ

Ｆ１Ｆ１

Ｆ１ＡＦ１Ａ

Ｆ２Ａ

Ｆ３

Ｆ３

Ｆ
ＣＧ

１

ＲＣ１ ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１

ＦＧ１ＦＧ１ＦＧ１

ＦＢ１

Ｆ
Ｂ
３

Ｆ
Ｂ
３

ＦＧ２

ＦＧ２

Ｆ
ＧＡ

Ｆ
ＧＢ

ＦＧ
Ｂ

ＲＣ２ ＲＣ２

ＲＣ２ ＲＣ２

ＲＣ１ ＲＣ１

ＲＣ１

ＦＢ２ ＦＢ２ ＦＢ２

ＦＢ２ ＦＢ２ ＦＢ２

ＦＧ
Ｂ

ＦＧ
Ｂ

Ｆ
Ｇ
Ｂ

Ｆ
Ｇ
Ｂ

ＲＣ２

ＲＣ２

ＦＧ
Ｂ

Ｆ
Ｇ
Ｂ

Ｓ１５Ａ

ＦＳ３０

Ｓ１８ Ｓ１８Ｓ１８

Ｓ１５Ｓ１５

Ｓ１５Ｓ１５

Ｓ１８ Ｓ１８Ｓ１８

Ｓ１８ Ｓ１８Ｓ１８

基礎伏図 Ｓ＝１／１００

特記なき限り下記による。

特記事項

２．基礎梁天端＝ＳＧＬ－３００とする。

１．基礎下端＝ＳＧＬ－１２５０とする。

床版天端＝ＳＧＬ－１７００

底版天端＝ＳＧＬ－１０００

床版天端＝ＳＧＬ＋５０

床版下端＝ＳＧＬ－２５０基礎下端＝ＳＧＬ－１３５０

基礎下端＝ＳＧＬ－１３５０

Ａ

Ｂ

１ ４３２

Ａ

Ｂ

５

Ｘ

Ｙ

Ｗ
１
５

Ｗ
１
５

Ｗ１５

Ｗ
３
０

Ｗ３０

Ｗ３０

Ｗ
３
０

▼
壁
芯

▲ ▲
壁
芯

壁芯▼

▲

▼

▲壁芯

Ｃ２５２柱芯

柱芯Ｃ２５２

Ｃ
２
５
２
柱

芯

▼
Ｃ
２
５
２
柱

芯

▲
壁
芯

▼
柱

芯
Ｃ
２
０
９

▼

▲

壁芯

壁芯

柱芯

柱芯Ｃ２０９

Ｃ２０９

２５０６３０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

アンカープラン 柱脚リスト １／５０ １／３０１／１００ ０１３

１５
０

３２
５５

３１
０

５５

５５３１０５５

４２
０

４２０

６３０

６３
０

５６
０

５６０

３６
０

３６０

２８
２６

０
５０

５０

２６０ ５０５０

３０
５０

９０

（１
，１

２０
）

１，
０２

０

２１
０

１８
５

１８
５

８，
４２

０

８，
４２

０

５，０００５，０００

２１０

７，２１０

１８５

５，１８５

２２，３９５

２０－０９Ｖ２０－０９Ｖ

２０－０９Ｖ ２０－０９Ｖ

２５－１２Ｖ ２５－１２Ｖ

２０－０９Ｖ

２０－０９Ｖ

３，７１０ ３，５００

２１０

２５－１２Ｖ２５－１２Ｖ

２１
０

６０ ６０

２１
０ １０

５
１
０５

１２０
２１０

４５４５

以
上

Ａ

Ｂ

１ ４３２ ５

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／５０ Ｓ＝１／５０

アンカープラン Ｓ＝１／１５０，１／５０

柱
型

Ｃ
Ｒ

柱
型

Ｃ
Ｒ

露出柱脚

形状

・　材質
丸座金　ＪＩＳＢ１２５６（並丸

定着板（支圧板）　ＳＳ４００
ナット　ＪＩＳＢ１１８１（中、１種）（１９７４）

＊　

）

柱脚リスト

図中、特記無き限り、材質は以下のとおりとする。

Ｂ．ＰＬ

Ｒ．ＰＬ

Ａ．ＢＯＬＴ

（ＴＹＰＥ　Ｃ）

記号

下端ＢＰＬ ＝１ＦＬ－２７０

ＢＰＬ－１６ｘ３５０ｘ１２０（ＳＳ４００）

１－Ｍ１６　Ｌ＝３２０（ＳＳ４００：切削ネジ）

Ｗ．Ｎ 締　座金付

ベースプレート

アンカーボルト

帯　筋

主　筋

Ｂ×Ｄ

柱　部　材 □ （ＢＣＲ２９５） 柱材Ｆ値２９５Ｎ／ｍ㎡

Ｄ１３＠１００（ＳＤ２９５）

ベースプレート

アンカーボルト

帯　筋

主　筋

Ｂ×Ｄ

柱　部　材 □ （ＢＣＲ２９５） 柱材Ｆ値２９５Ｎ／ｍ㎡

Ｄ１３＠１００（ＳＤ２９５）

１２－Ｄ１９　（ＳＤ３４５）

４２０×４２０×３２

６３０×６３０

４－Ｍ３９（ＢＰＭ－ＳＤ４９０）　

－２５０×２５０×１２－２００×２００×９

３６０×３６０×２８

４－Ｍ３０（ＢＰＭ－ＳＤ４９０）　

５６０×５６０

１２－Ｄ１６　（ＳＤ２９５）

１．特記なき限り，ＢＰＬ下端はＳＧＬ－２００とする。
２．鉄骨階段ＢＰＬ，Ａ．ＢＯＬＴ位置については施工図による。

Ｃ２５２ Ｃ２５２

Ｃ２５２ Ｃ２５２ Ｃ２０９

Ｃ２０９ Ｃ２０９

Ｃ２０９

Ｃ２０９

Ｃ２０９

－

下端ＢＰＬ

柱サイズ

＝１ＦＬ－２７０

（ＴＹＰＥ　Ｃ）

Ｗ．Ｎ 締　座金付

：切削ネジ）

記号

Ｐ１７５

ＢＰＬ－２１０ｘ２１０ｘ１６（ＳＳ４００）

２－Ｍ２２　Ｌ＝４４０（ＳＳ４００

Ｐ１７５

Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７．５ｘ１１

Ｌ形タイプ

柱脚の溶接仕様

（Ｃ

※特記なき場合下記とする。

・隅肉部分を部分溶込み溶接に置き換えても良い。

ａ

ｔ
Ｍ１

ＬｄＭ

型枠

ａ　≧　２５ｍｍ　かつ

あと詰めモルタル
（無収縮性） 中心塗り

モルタル

２００ｍｍ
（中心塗りモルタルの大きさ）

以上かつ柱幅・せいの１／２程度

ａ　　
ｔ　　
Ｍ１　：

：
：　ヘ゛ースフ゜レート

　ヘ゛ースモルタル

　モルタルの増し幅
厚さ

厚さ

ベースモルタルの施工上の注意事項

主柱

）

・アンカーボルトは、アンカーフレーム等を用いて、正確に位置決めし、

　コンクリートの打設時に移動しないようにする。

・アンカーボルトは据付から建方までの期間に、錆・曲がり・ねじ部の打痕など有害な

　損傷が生じないよう、ビニールテープ・布・塩ビパイプなどにより養生する。

・主柱には、必ずレベル調整器（テツダンゴ等）を設置する。

　　（建方時の荷重に応じた品番を用いること。）

・モルタルと接するコンクリート面は、レイタンスを除去し、目荒しを行う。

・ベースモルタルの施工方法は、基本的に後詰め中心塗り工法（上図）とする。

・中心塗りモルタルは、セメント：砂＝１：２（容積比）の堅練りモルタルとする。

　　（建方まで３日以上の養生期間をとる。）

・あと詰めモルタルには、無収縮性のプレミックスモルタルを用い、メーカーの仕様に

　従って加水混練りし、使用する。

・あと詰めモルタル硬化後、アンカーボルトの本締めを行う。

・プレミックスモルタル強度は、 ４５Ｎ／ｍ㎡以上とする。

３
０

Ｌ

※ねじ加工範囲はアンカーボルトの端部から１５０ｍｍを標準とする。

Ｈ１

Ｈ
１

ね
じ
加

工
範
囲

ね
じ
加

工
範
囲

３０

柱型天端柱型天端

Ｈ ｄ

Ｌ

定着板

ｔ１

Ｈ２

Ｌｄ１

ね
じ
加
工

範
囲

アンカーフレームＤ Ｌｄ１ ≧８０㎜

定着板タイプ Ｌ形タイプ

（ナットがねじ山にかかる事）

アンカーボルトの形状

（ ） （ＴＹＰＥ　Ｃ）

６５

Ｍ３３

１２５

Ｍ２７

６５

１１０

６５

Ｍ３０

１６ １６

１００

Ｍ２４

９０

５５

Ｍ３６

７０

１３０

アンカーボルト径

厚さ ｔ１
定着板

幅 Ｄ

アンカーボルト上端長さ（目安） Ｈ１

アンカーボルト下端長さ（目安） Ｈ２

Ｍ１６

９

５０

６０

１２

Ｍ２０

６０

７５

５０

１２

Ｍ２２

８０

５５

７０ ７５ ９０ １００ １００ １１０

１６ １９ １９

ＴＹＰＥ　Ｂ

ＬｄＭ
：：

Ｌ形タイプ

階段ササラ受け

１
２
０

２５２５ ３００

１７５ １７５
３５０

２
５

４
０
５
５

ベースパック ベースパック ２５－１２Ｖ２０－０９Ｖ

１３
５

５０
３０

５０ ５０２１０

９０ 以上

５０ ５０２７０

１，
０２

０

φ φ５５４５

▼
▲壁芯

▲

壁芯▼

柱芯Ｃ２５２

柱芯Ｃ２５２ 柱芯Ｃ２０９

柱芯Ｃ２０９
▼

壁
芯

▲ ▲
壁

芯

Ｃ２
５２

柱
芯

Ｃ２
５２

柱
芯

▼

▲壁芯

▼

▲
▼壁芯

▲
壁
芯

▼
柱

芯
Ｃ２

０９

２５０６３０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

基礎リスト（１） １／４０ ０１４

下　面上　面

下端　１１－Ｄ１３

下
端
　
８
－
Ｄ
１
６

下　面上　面

下端　１１－Ｄ１３

下
端
　
８
－
Ｄ
１
６

下　面上　面

下
端
　
１
１
－
Ｄ
１
３

下端　８－Ｄ１６

Ｆ１ Ｆ１Ａ Ｆ１Ｂ

３
０
０

３
０

１
，
０
０
０

１
，
３
５
０

４
０
０

９
５
０

１
８
５

６
３
０

１
８
５

６８５ ６３０ ６８５

２，０００

２，０００

６３０
２
０
０

３
０
０

１
，
０
０
０

１
，
３
５
０

４
０
０

９
５
０

６８５ ６３０ ６８５

２，０００

２，０００

６
３
０

３
７
０

１
，
２
５
０

３
０
０

４５０

３
５
０

９
０
０

２７５ ４５０ ２７５

１，０００

１，０００

２
，
０
０
０

２
０
０▼

▼

ＳＧＬ

ＢＰＬ下端

▼

無収縮モルタル

地中梁天端

▼

地中梁天端

▼

地中梁天端

無収縮モルタル

基礎リスト Ｓ＝１／４０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

１／４０基礎リスト（２） ０１５

下　面上　面

下端　７－Ｄ１３

下
端
　
７
－
Ｄ
１
３

下　面上　面

下端　６－Ｄ１３

下
端
　
６
－
Ｄ
１
３

下　面上　面

下端　７－Ｄ１３

下
端
　
７
－
Ｄ
１
３

Ｆ２ Ｆ３Ｆ２Ａ
１
，
２
５
０

２
０
０

１
，
２
５
０

３
０
０

３
０

２
０
０

１，２００

３
０
０

９
５
０

１，２００

１
，
２
０
０

１，０００

１
，
０
０
０

３
０
０

３
０

２
０
０

３２０ ５６０ ３２０

５６０

１
，
２
５
０

２
０
０

１
，
２
５
０

３
０
０

３
０

２
０
０

１，２００

３
０
０

９
５
０

１，２００

１
，
２
０
０

２
９
５

６
１
０

２
９
５

４５０ ５６０

１
，
２
５
０

３
０
０

９
５
０

１，０００

２２０ ５６０ ２２０３７５ ４５０ ３７５

３
２
０

５
６
０

３
２
０

２
２
０

５
６
０

２
２
０

▼

▼

ＳＧＬ

ＢＰＬ下端

▼

無収縮モルタル

地中梁天端

▼

地中梁天端

▼

地中梁天端

無収縮モルタル

基礎リスト Ｓ＝１／４０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　（仮称）ごみ積替え施設工事

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５
基礎梁リスト　基礎柱リスト １／５０，１／４０ ０１６

２－Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠１，０００

２－Ｄ１０

２－Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠１，０００

２－Ｄ１０

４－Ｄ２５

３５０×７００

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

４００×８００

４－Ｄ２５ ５－Ｄ２５

５－Ｄ２５ ５－Ｄ２５

２－Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠１，０００

２－Ｄ１０

４５０×８００４５０×９００

７－Ｄ２５

２－Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠１，０００

４－Ｄ１０

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

４００×５００

２－Ｄ１０＠１５０

３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

Ｄ１０＠１，０００

２－Ｄ１０＠２００

２－Ｄ１０

３－Ｄ２５

３－Ｄ２５

３５０×６００

２－Ｄ１０＠２００

４－Ｄ２５

４－Ｄ２５

２－Ｄ１３＠２００

Ｄ１０＠１，０００

２－Ｄ１０

４００×８００

４－Ｄ２５

６－Ｄ２５ ３－Ｄ１９

３－Ｄ１９

３００×５００

３
０
０

３
０
０

６
０

３５０

５
０

７
０
０

８
０
０

６
０

５
０

４００

３
０
０

３
０
０

３
０
０

６
０

５
０

４５０

８
０
０

６
０

５
０

４５０

６
０

５
０

４５０

９
０
０

９
０
０

３
０
０

５
０
０

６
０

５
０

４００

６
０
０

３
０
０

６
０

５
０

３５０

３
０
０

３
０
０

８
０
０

６
０

５
０

４００

３
０
０

８
０
０

６
０

５
０

４００

６
０

５
０５
０
０

３００ １２０

５０ ７０

２
０
ｄ

３０
０

６
３
０

６３０

５
６
０

５６０

▼ ▼ＳＧＬ ＳＧＬ ▼ＳＧＬ ▼ＳＧＬ

▼

階段ササラ柱脚受け

ＳＧＬ▼ ＳＧＬ ▼ ＳＧＬ▼ＳＧＬ

▼ＳＧＬ

▼基礎梁天端

地中梁リスト　　　　Ｓ＝１／５０ 基礎柱型リスト Ｓ＝１／４０

Ｓ＝１／４０腰壁・池中梁打ち増し部配筋図

断　　　面

位　　　置

符　　　号

断　　　面

位　　　置

符　　　号

全断面

下　端　筋
スターラップ
腹　　筋

上　端　筋
下　端　筋
スターラップ
腹　　筋

Ｂ×Ｄ

巾止め筋

断　　　面

位　　　置

符　　　号

断　　　面

位　　　置

符　　　号

上　端　筋
下　端　筋
スターラップ
腹　　筋

上　端　筋
下　端　筋
スターラップ
腹　　筋

Ｂ×Ｄ

巾止め筋

上　端　筋

ＦＧ１

全断面

ＦＧ２

全断面

ＦＧＡ

端部 中央

ＦＧＢ

全断面

ＦＣＧ１

全断面 全断面中央端部

ＦＢ１ ＦＢ２ ＦＢ３

Ｄ１３＠１００

２－Ｄ１３

主筋
ＨＯＯＰ

ＴＯＰ　ＨＯＯＰ

基礎柱

柱サイズ

柱符号

□

ＲＣ１

１２－Ｄ１９

Ｄ１３＠１００

２－Ｄ１３

□

ＲＣ２

－２５０ｘ２５０ｘ１２ －２００ｘ２００ｘ９

１２－Ｄ１６

Ｄ１０＠２００　タテヨコ １－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

▽
壁

芯

※ＲＣ腰壁は、鉄骨柱と縁を切ること

３－Ｄ１６
あばら補強筋

コンクリート打増

増打補強筋



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

０１７スラブリスト壁リスト　　 １／５０

Ｄ１３Ｄ１０交互＠２００ Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００Ｄ１３Ｄ１０交互＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００

Ｄ１３＠２００ シングル Ｄ１３＠２００ シングル

Ｄ１３Ｄ１０交互＠２００

Ｄ１３Ｄ１０交互＠２００ Ｄ１３Ｄ１０交互＠２００

Ｄ１３Ｄ１０交互＠２００

５
０

６
０

５
０

６
０

３０
０

１８
０ ※

３００

５
０

６
０

１
５
０

１５０

５
０

６
０

１５
０

スラブリスト 壁リスト　　

下　端　筋
上　端　筋

主筋方向（短辺方向） 配力筋方向（長辺方向）

下　端　筋
上　端　筋

主筋方向（短辺方向） 配力筋方向（長辺方向）

主筋
配力筋

主筋
配力筋

下　端　筋
上　端　筋

主筋方向（短辺方向） 配力筋方向（長辺方向）

主筋方向（短辺方向） 配力筋方向（長辺方向）トラックスケール

トラックスケール

ピット部

底　版

ＦＳ３０

Ｓ１５Ａ

Ｓ１５

駐車場

Ｓ１８

事務所

端部曲げ補強筋

巾止筋

開口補強筋

横　　筋

縦　　筋

ａ

ｂ

ｃ

断　　　面

ｂ ：
：ｃ

横　筋
斜メ筋

符　　　号

断面位置 全断面

Ｄ１０－＠１０００

４－Ｄ１３

縦　筋：ａ

ｂ

ａ

Ｌ１
ｃ

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ１

壁開口部の補強

※但し，端部曲げ補強筋は、上下階の梁に定着すること。

全断面

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｗ３０ Ｗ１５

１－Ｄ１３

－

１－Ｄ１３

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１３＠２００シングル

Ｄ１３＠２００シングル

Ｄ１３＠２００ダブル

Ｄ１３＠２００ダブル

トラックスケール

配力筋

配力筋
主筋

主筋

Ｓ＝１／５０ Ｓ＝１／５０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
一級建築士 第 号設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

ＭＲ階　梁・床伏図 ０１８１／１００

２１
０

２１
０

３，
３８

０

３５
０

１，
５０

０
１，

５３
０

８，
４２

０

２，
２１

０
２，

００
０

２，
００

０
２，

２１
０

３，７１０ ５，０００３，５００ ５，０００

２１０２１０

※２３０ ※３３０※２３０ ※２３０ ※３３０

１，９６０ １，７５０ １，７５０ １，７５０

※２３０

１８
５

１８
５

１８５

２２，３９５

５，１８５

２，３２５ ２，３５０ ２，３２５

特記なき限り下記による。

特記事項

２．大梁天端レベル＝ＦＬ－１３０とする。

３．床はＤＳ１とする。コンクリート天端＝ＦＬ±０とする。

１．大梁継手位置は、柱面から７００ｍｍとする。

Ｓ＝１／１００ＭＲ階　梁・床伏図

５．※寸法は、意匠図、施工図により確認のこと。

４．庇屋根面の水平ブレースはＨＶ１とする。

Ａ

Ｂ

１ ２ ４３ ５

ＨＢ１５０ ＨＢ１５０

ＨＢ１５０ ＨＢ１５０
Ｃ
Ｇ２

５

Ｃ
Ｇ２

５
ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１

ｂ１ ｂ１

ｂ１ ｂ１

Ｇ
４
０

Ｇ４０

Ｇ４０

Ｂ３５

Ｂ３５

Ｂ３５

Ｃ
Ｇ
４０ Ｂ

１５
Ｂ
１５

Ｂ
１５

Ｂ
１５

Ｂ
１５

Ｂ
１５

Ｂ２５

Ｂ２５

Ｂ２５

Ｂ
１
４８

Ｂ
１
４８

Ｂ
１
４８

Ｂ
１
４８

Ｂ
１
４８

Ｂ
１４

８

Ｂ
１４

８

Ｂ
１４

８

Ｂ
１４

８

Ｂ
１４

８

Ｇ
４
０

Ｃ
Ｇ
４０

ＨＢ１５０

ＨＢ１５０

ｂ１ ｂ１

Ｂ
１
４８

Ｂ
１４

８

Ｈ
Ｂ１

９４

ｂ
１

ｂ１
ｂ
１

ｂ
１

ｂ
１

ｂ１
ｂ
１

ｂ
１

Ｔ Ｔ ＴＴ Ｔ

Ｃ２０９ Ｃ２０９

Ｃ２０９ Ｃ２０９Ｃ２５２

Ｃ２５２

Ｃ２５２

Ｃ２５２

Ｔ

Ｃ２０９

Ｃ２０９壁芯▼

▲

▼

▲壁芯

Ｃ２５２

Ｃ２５２
▼

壁
芯

▲

母屋

柱芯

柱芯

Ｃ
２
５
２
柱
芯

▼
Ｃ
２
５
２
柱
芯

▲
壁

芯

Ｐ１５０下部間柱
踊り場受け

▼

壁芯▼

▲

▼

▲壁芯

柱芯

柱芯Ｃ２０９

Ｃ２０９柱芯

柱芯Ｃ２０９

Ｃ２０９

柱
芯

Ｃ
２
０
９

▲
壁

芯

Ｙ

Ｘ

２５０６３０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

１／１００ Ｓ
一級建築士 第 号設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５
Ｒ階　梁・床伏図

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

０１９

５０

１５
０

１０
０

５，０００５，０００

２，５００ ２，５００ ２，５００ ２，５００ ２，５００

２５

２１０２５

７，２１０

２，
００

０

１８
５

２，
００

０

１８
５

８，
４２

０

２，
２１

０
２，

２１
０

１，
１０

０
１，

１０
０

１，１００ １，１００ １，１００ １，１００ １，１００ １，１００

１，１００１，１００１，１００１，１００１，１００１，１００

１８５

２，６８５

１，
１０

０

２２，３９５

５，１８５

特記なき限り下記による。

特記事項

１．大梁継手位置は、柱面から７００ｍｍとする。

２．屋根面の水平ブレースはＨＶ１とする。

水平ブレースＭ１６ ３．内ダイヤフラムに取り付くＧ２５梁の寄り寸法は柱面より２５とする。

Ｇ２５梁の寄り寸法

Ｓ＝１／１００Ｒ階　梁・床伏図

１ ４３２

Ａ

Ｂ

５

Ｇ２５ Ｇ２５ Ｇ２５

Ｇ２５ Ｇ２５Ｇ２５

Ｂ２０Ａ Ｂ２０Ｇ３
５

Ｇ３
５

Ｇ３
５

Ｇ３
５

Ｂ
２
０

Ｂ２
０

Ｂ
２
０

Ｂ２
０

Ｂ
２
０

Ｂ２
０

ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１ｂ２

ｂ２ ｂ１ ｂ１ ｂ１ ｂ１

Ｈ１

Ｈ１ Ｈ１

Ｈ１Ｈ２

Ｈ１Ｈ１ Ｈ１Ｈ１Ｈ２

ｂ２

ｂ２

Ｈ２

Ｈ２

Ｂ２０Ａ

Ｃ２０９ Ｃ２０９ Ｃ２０９ Ｃ２０９

Ｃ２０９ Ｃ２０９ Ｃ２０９ Ｃ２０９

Ｃ２０９

壁
芯

壁
芯

▼ ▲▼
柱
芯

Ｃ
２
０
９

▼

▲壁芯

柱芯Ｃ２０９

壁芯▼

▲ 柱芯Ｃ２０９

壁
芯

▲▼
柱
芯

Ｃ
２
０
９

Ｙ

Ｘ

▼梁天端

水平ブレース・火打ち材レベル Ｓ＝１／３０

ＢＳ 天端

火打ち材Ｈ１

Ｇ３５ Ｇ３５

Ｇ２５

Ｇ３５

２５０６１２



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

工事名

図面名
縮尺

図面番号

１／１００ Ｓ
一級建築士 第 号設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５
軸組図（１）

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

０２０

５，０００５，０００

２１０

７０
０

５０

５０

５０

３０
０

６，
２５

０

１，
３５

０

７，２１０

２５ ２１０

１，
２５

０

５０
０

５０
０

５０
０

２０
０

※
※

１，
２５

０

１８５

２２，３９５

５，１８５

４，
７５

０
１，

５０
０

３，
８１

０

２１０

３０
０

２０
０ ５０

８０
０

４，
３８

０

Ｓ＝１／１００Ａ通り　軸組図　

特記事項

４．　　　　　　は、増し打ちコンクリートを示す。

１．特記なき限り，梁継手位置は、柱面から７００ｍｍとする。

３．特記なき限り，基礎梁天端＝ＳＧＬ－３００とする。

２．特記なき限り，柱ＢＰＬ下端＝１ＦＬ－２００とする。

５．※寸法は、意匠図、施工図により確認のこと。

１ ４３２ ５

▼
壁
芯

▲ ▲
壁

芯

▼

Ｃ２
５２

柱
芯

柱
芯

Ｃ２
０９

ＢＰＬ下端▲

▼ ▲
壁

芯

柱
芯

Ｃ２
０９

柱
芯

▼
Ｃ２

５２

ＢＰＬ下端▲
ＲＣ１

ｃｃｃ

Ｔ
Ｔ

ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａａ

Ｃ２５２ Ｃ２０９Ｃ２０９ Ｃ２０９

Ｃ２０９

ＲＣ２ ＲＣ２ ＲＣ２ＲＣ１

Ｃ２５２

ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１

Ｇ２５

Ｇ２５

Ｇ２５

ＨＢ１５０

ｄ ｄｄ

ＨＢ１５０ ＨＢ１５０

ＦＧ２

Ｇ４０

Ｆ１Ａ Ｆ２ Ｆ２Ｆ１Ａ Ｆ３

▽ＳＧＬ

▽ＲＳＴ（水上）▽ ▽ＲＳＴ（水上）

▽ＳＧＬ

▽ＲＳＴ（水下）
ＭＲＳＴ▽

２５０６１１



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

１／１００ Ｓ
一級建築士 第 号設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５
軸組図（２）

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

０２１

５，０００５，０００

２１０ ２５ ２１０

３，７１０ ３，５００

１８５

５０
０

５０
０

５０
０

７０
０

２０
０

２０
０

５０

５０

５０

３０
０

※
※

１，
２５

０

６，
２５

０

８０
０

１，
３５

０

１，
２５

０

３，
８ １

０ ４，
７５

０
１，

５０
０

２１０

５，１８５

２２，３９５

３０
０ ５０

４，
３８

０

特記事項

４．　　　　　　は、増し打ちコンクリートを示す。

１．特記なき限り，梁継手位置は、柱面から７００ｍｍとする。

３．特記なき限り，基礎梁天端＝ＳＧＬ－３００とする。

２．特記なき限り，柱ＢＰＬ下端＝１ＦＬ－２００とする。

５．※寸法は、意匠図、施工図により確認のこと。

Ｓ＝１／１００Ｂ通り　軸組図　

１ ４３２ ５

壁
芯

壁
芯

Ｃ２
５２

柱
芯

柱
芯

Ｃ２
０９

壁
芯

柱
芯

Ｃ２
０９

▼ ▲ ▲

ＢＰＬ下端▲ ＢＰＬ下端▲

▼ ▼ ▲

柱
芯

▼
Ｃ２

５２

ＲＣ１

ｃｃｃ

Ｔ
Ｔ

ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａａ

Ｃ２５２ Ｃ２０９Ｃ２０９ Ｃ２０９

Ｃ２０９

ＲＣ２ ＲＣ２ ＲＣ２ＲＣ１

Ｃ２５２ Ｐ１７５

ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１

Ｇ２５

Ｇ２５

Ｇ２５

ＨＢ１５０

ｄ ｄｄ

ＨＢ１５０ ＨＢ１５０

ＦＧ２

Ｇ４０

Ｆ２ Ｆ２Ｆ１Ｆ１ Ｆ３

▽ＳＧＬ

▽ＲＳＴ（水上） ▽ＲＳＴ（水上）▽

▽ＳＧＬ

▽ＲＳＴ（水下）
ＭＲＳＴ▽

２５０６３０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

１／１００ Ｓ
一級建築士 第 号設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

軸組図（３） ０２２

２１０ ２１０

３，３８０

８，４２０

１，
３５

０２０
０

３０
０

３０
０

５０
０

５０ ※

９０
０

１，
３５

０

４，
３８

０

２１０ ２１０

３，３８０

１，
２５

０

１，
２５

０

８０
０

２０
０

３０
０ ５０

６，
２５

０

４，
３８

０

１，
２５

０

８，４２０

４，２１０４，２１０

特記事項

４．　　　　　　は、増し打ちコンクリートを示す。

１．特記なき限り，梁継手位置は、柱面から７００ｍｍとする。

３．特記なき限り，基礎梁天端＝ＳＧＬ－３００とする。

２．特記なき限り，柱ＢＰＬ下端＝１ＦＬ－２００とする。

５．※寸法は、意匠図、施工図により確認のこと。

Ｓ＝１／１００ Ｓ＝１／１００１通り　軸組図　 ２通り　軸組図　

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

▼
壁

芯

▲ ▲
壁
芯

▼

Ｃ２
５２

柱
芯

Ｃ２
５２

柱
芯

ＢＰＬ下端▲

壁
芯

壁
芯

Ｃ２
５２

柱
芯

Ｃ２
５２

柱
芯

ＢＰＬ下端▲

▼ ▲ ▲▼

ＲＣ１ ＲＣ１

Ｃ２５２ Ｃ２５２

ＲＣ１ ＲＣ１

Ｃ２０９ Ｃ２０９

Ｃ２５２ Ｃ２５２

ＣＧ４０

ＦＣＧ１

Ｇ４０

ＦＧＡ

ＣＧ２５ＣＧ４０ＣＧ４０

Ｇ３５

Ｇ４０

ＦＧＢ

Ｆ１Ａ Ｆ１ Ｆ１Ａ Ｆ１Ｆ１Ｂ

▽ＳＧＬ

▽ＭＲＳＴ

▽

▽ＲＳＴ（水上）▽

▽ＭＲＳＴ（水下）

ＳＧＬ

２５０６１１



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

１／１００ Ｓ
一級建築士 第 号設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５
軸組図（４）

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

０２３

１，
２５

０
ＲＣ

２

２０
０

５０
０

２０
０

１．
００

０

６，
２５

０
６，

２５
０

３，
８１

０

１８５

３，
８１

０

３０
０

１，
２５

０

１，
２５

０

８０
０

１８
０ ７０

１８５

１，
２５

０

１，
２５

０

８０
０

１８５ １８５

３０
０

１８
０ ７０

２０
０

６，
２５

０

１，
５０

０

１８５ １８５

１，
２５

０３０
０

１，
２５

０

１，
２５

０

８０
０

１８
０ ７０

８，４２０

４，２１０ ４，２１０

８，４２０

４，２１０ ４，２１０

８，４２０

４，２１０ ４，２１０

３，
８１

０４，
７５

０

Ｓ＝１／１００４通り　軸組図　

Ｓ＝１／１００３通り　軸組図　 Ｓ＝１／１００５通り　軸組図　

特記事項

４．　　　　　　は、増し打ちコンクリートを示す。

１．特記なき限り，梁継手位置は、柱面から７００ｍｍとする。

３．特記なき限り，基礎梁天端＝ＳＧＬ－３００とする。

２．特記なき限り，柱ＢＰＬ下端＝１ＦＬ－２００とする。

５．※寸法は、意匠図、施工図により確認のこと。

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ Ｂ

ＢＰＬ下端▲

ＢＰＬ下端▲

壁
芯

壁
芯

▼ ▲▲
Ｃ２

０９
柱

芯

▼
Ｃ２

０９
柱

芯

壁
芯

壁
芯

▼ ▲▲
Ｃ２

０９
柱
芯

▼
Ｃ２

０９
柱
芯

ＢＰＬ下端▲

壁
芯

壁
芯

▼ ▲▼
Ｃ２

０９
柱

芯

▲
Ｃ２

０９
柱

芯

Ｃ２０９Ｃ２０９

ＲＣ２ＲＣ２

Ｃ２０９

ＲＣ２ ＲＣ２

Ｃ２０９

Ｃ２０９Ｃ２０９

ＲＣ２ ＲＣ２

Ｇ３５

Ｔ
Ｂ１４８ Ｂ１４８

Ｇ３５

Ｂ１４８ Ｂ１４８
Ｔ

ＦＧＢ ＦＧＢ

ＦＧＢ ＦＧＢ

Ｇ３５

ＦＧＢ ＦＧＢ

ＨＢ１９４

Ｔ

Ｆ２ Ｆ２

Ｆ２ Ｆ２Ｆ１Ｂ

Ｆ１Ｂ Ｆ３Ｆ３ Ｆ２Ａ

▽ＲＳＴ（水上）

▽ＳＧＬ

▽ＲＳＴ▽

▽ＳＧＬ

（水上）

▽ＲＳＴ（水上）

▽ＳＧＬ

２５０６１１



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５
Ｓ部材リスト（１）

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

１／３０ ０２４

２０ ２０２７
．５

２０

小梁仕口標準図部材リスト

備 考部材名称 部 材 ＪＯＩＮＴ

主柱□

ＳＳ４００，ＳＳＣ４００・特記無き部材は、 とする

・使用鋼材は、全て溶融亜鉛メッキ仕様とする。

階段ササラ ＧＰＬ－９　　ＨＴＢ　２－Ｍ２０

ＨＶ１ フ゛レース水平１－Ｍ１６　ＪＩＳターンハ゛ックル

ＰＬ－１２ｘ２８０以上

スライタ゛ーＳＳ

下地鋼材

オーハ゛ー

ａ

ｃ

ｄ

□－１００ｘ１００ｘ３．２

□－１００ｘ１００ｘ３．２

［－２００ｘ８０ｘ７．５

シャッター廻り横材

シャッター廻り横材

シャッター廻り縦材

折　版 丸馳折版Ⅱ型 ｈ＝１６０　ｔ＝０．８ フッ素アルミ亜鉛合金めっき鋼板 タイトフレーム 溶融亜鉛めっき仕様

ＡＬＣ壁開口補強材

ＡＬＣ壁 ※最大支点間距離は３５００ｍｍとし、超える場合は耐風梁設ける。ＡＬＣ壁厚１００　縦貼り（ロッキング構法）

壁開口幅　Ｌ≦１８００　　開口補強縦材　Ｌ－７５×７５×９ 開口補強横材　Ｌ－６５×６５×６

母　屋 Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３　　＠６００

ＪＩＳ規格品

※高力ボルトは全て溶融亜鉛メッキボルト認定品（Ｆ８Ｔ）とする。

主柱□

Ｃ２５２ －２５０ｘ２５０ｘ１２　（ＢＣＲ２９５）

－２００ｘ２００ｘ９　　（ＢＣＲ２９５）Ｃ２０９

間柱

大梁Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９Ｇ２５ Ｓ－２４大梁継手標準図　ＧＪ１参照

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

小梁

小梁

小梁

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８ 小梁ＪＢ－０３

小梁

Ｂ１５ Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７ ＪＢ－０１

ＪＢ－３Ａ

Ｓ－２４大梁継手標準図　ＧＪ３参照

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９ Ｓ－２４大梁継手標準図　ＧＪ１参照ＣＧ２５

片持ち梁

片持ち梁

Ｂ２０Ａ Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

ｂ１ 小梁［－１００ｘ５０ｘ５

小梁Ｂ１４８ Ｈ－１４８ｘ１００ｘ６ｘ９ ＪＢ－５１

ｂ１

Ｂ３５ Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１ ＪＢ－０６

大梁Ｓ－２４大梁継手標準図　ＧＪ３参照

大梁Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１Ｇ３５

Ｇ４０

Ｓ－２４大梁継手標準図　ＧＪ２参照

ＣＧ４０ Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

Ｂ２５ ＪＢ－４

Ｈ１ 火打ち梁［－１００ｘ５０ｘ５ Ｈ１

小梁ｂ２ ｂ２

（座屈止め）

（座屈止め）

吊り材［－１００ｘ５０ｘ５Ｔ Ｔ

火打ち梁Ｈ２

［－１２５ｘ６５ｘ６

Ｈ２［－１００ｘ５０ｘ５

Ｂ２０

耐風梁

耐風梁 横使い

横使い

ＨＢ１５０ Ｈ－１５０ｘ１５０ｘ７ｘ１０

ＨＢ１９４ Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９ ＪＢ－５２

ＪＢ－５３

ＨＢ１４８ Ｈ－１４８ｘ１００ｘ６ｘ９ 耐風梁ＪＢ－５１ 横使い

有効細長比λ＝８２

有効細長比λ＝５７

間柱Ｐ１７５ Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７．５ｘ１１

６０４０４０

以
上

４０
７

５

１５
０

以
上

４０ ４０１００

３
０

４０

以
上

５
０

４０ ６０

１４
０

１４
０

以
上

３
０

５
０

４０

１４
０

６２
．５

３５ 以
上

３
０

５
０

４０ ４０１００

１
４

０

４０８０

６０４０４０

以
上

４
０

１
５

０

７
５

６０４０４０

以
上

４０
７４１５

０

形状

サイズ

ＧＰ厚

Ｓ

６ ９

７６

・すみ肉溶接サイズ

・ボルトはＨ．Ｔ．Ｂ　Ｆ１０Ｔ（Ｓ１０Ｔ）とする。

・鋼材材質はＳＳ４００とする。

形状

サイズ

形状

サイズ

Ｈ．Ｔ．Ｂ

Ｇ．ＰＬ

Ｈ．Ｔ．Ｂ

Ｇ．ＰＬ

Ｇ．ＰＬ

Ｈ．Ｔ．Ｂ

柱付きの場合

１５

梁付きの場合

１０

梁端部のあきは下図による

下記のいずれかでも可とする。

①片フランジカット

ピン接合の場合、下フランジの切り欠きが必要な場合については、
下フランジの切り欠きについて

１０㎜程度

②両フランジカット　（Ｈ－２４８Ｘ１２４以上を対象）

４０以上確保
１０㎜

１０㎜程度

ＴＯＰ　ＰＬ付の場合

ｅ＞１５の場合、Ｑａを別途計算の事
ｅ≦１５までは、Ｑａは図面通り

ｅ

２－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

ＧＰＬ－９

２－Ｍ２０ ２－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

２－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

Ｈ－１５０ｘ７５ｘ５ｘ７ＪＢ－０１

２－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

ＧＰＬ－６

ＪＢ－０３ Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８ ＪＢ－０３Ａ

２－Ｍ２０

２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

［－１００ｘ５０ｘ５ｘ７．５

３－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

ＪＢ－０６ Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ７ｘ１１ ＪＢ－０４

［－１００ｘ５０ｘ５ｘ７．５ｂ２ ［－１２５ｘ６５ｘ６ｘ８

２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

Ｈ２ ［－１００ｘ５０ｘ５ｘ７．５

２－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

ｂ１
Ｈ１Ｔ

Ｈ－１５０ｘ１５０ｘ７ｘ１０

２－Ｍ２０

ＧＰＬ－９

Ｈ－１９４ｘ１５０ｘ６ｘ９ＪＢ－５２ ＪＢ－５３

２－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

２－Ｍ１６

ＧＰＬ－６

ＪＢ－５１ Ｈ－１４８ｘ１００ｘ６ｘ９

４０４０ ４０４０４０４０

８０
４

０
４

０

３
５

３
５

９
０

４０４０

８０
４０

４０
８

０

８
０

４
０

４
０

４０４０

８
０

４
０

４
０

２５０６３０



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　（仮称）ごみ積替え施設工事

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５
Ｓ部材リスト（２） １／３０ ０２５

ＥＺデッキリスト

・使用鋼材は、溶融亜鉛メッキ仕様とする。

Ｍ１２～Ｍ２２

６０°

ｋ

※ 溶接方法は、手溶接以外とする。

※　ＧＰＬ－１９　上図による。

丸鋼

・フレア溶接（丸鋼ブレース）ビード幅 ※ＴＹＰＥ①は、母材（柱梁）への偏心曲げを

考慮して採用すること。

以上

以上

≧

１
２

母材面を示す

≧

≧

３

フ゛レース取り合い標準図

１１

Ｍ２７

１０

Ｍ２４

９

Ｍ２２

８

Ｍ２０

８

Ｍ１８Ｍ１６

７

Ｍ１４

６６

Ｍ１２

Ｋ

５５ ７
６ ６

Ｌ Ｌｅ

２Ｓ

Ｓ

Ｌ

２Ｓ
ＴＹＰＥ

ＴＹＰＥ

Ｌ

Ｌ ＋２Ｓ
２

Ｌｅ

４
Ｌｅ
　　　＋２Ｓ

ＴＹＰＥ Ｓ

ｈ

Ｌ＝ｈ＋Ｌ２

Ｌ２

Ｌ１，Ｌ２

Ｓ

小梁接合部

Ｂ

必要溶接長さ（最小値）

Ｌｅ Ｌｅ／２＋２Ｓ Ｌｅ／４＋２Ｓ

短期許容耐力

３３５３８２

３８．６ｋＮ

５５

１－Ｍ１６

６Ｇ．ＰＬ

Ｈ．Ｔ．Ｂ

間柱リスト

部　材

符　号

と接合

仕　口

鉄骨部材

符　号

サイズ

ＨＶ１

１　－　Ｍ１６

（ターンハ゛ックル締め

５５１６ ０
６０

４５

５０

４５

形 状

Ｔ

（Ｆ８Ｔ）Ｇ．ＰＬ－６ ＨＴＢ　２－Ｍ１６

溶接長さは、必要溶接長さ（最小値）以上を確保すること。

・Ｇ．ＰＬ必要幅　　Ｂ

・必要溶接長（Ｌ＝溶接長，Ｌｅ＝有効溶接長）

Ｂ

Ｂｅ

３０゜

（上図ハッチング部分が無効）

Ｂは耐力に必要なＧ．ＰＬ幅を示す。　

構造計算上無効とする。

これを越える部分は

ただしＢはＢｅの範囲内とし、

ボルト列より３０度以内

Ｂｅ：有効幅最大範囲を示す。

ブレースリスト

Ｇ．ＰＬ－９ （Ｆ８Ｔ）

Ｐ１７５

ＨＴＢ　２－Ｍ２２

Ｇ．ＰＬ－９ （Ｆ８Ｔ）

Ｐ１７５

ＨＴＢ　２－Ｍ２２Ｇ．ＰＬ－９ （Ｆ８Ｔ）

Ｐ１７５

ＨＴＢ　２－Ｍ２２

接合形式

形　状

ＷＭ　６φｘ１５０ｘ１５０

ＥＺ－５０

焼き抜き栓溶接

ｔ＝１．２

※Ｓ－００９　デッキプレート標準図参照

［－１００ｘ５０ｘ５Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７．５ｘ１１

Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７．５ｘ１１Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７．５ｘ１１

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０

Ｓ＝１／３０

８０
５

０

ＭＲＦ　デッキ床部

（ｂ）小梁下端フランジ片側切欠きあり

１０

１０

受け梁受け梁

・ガセットプレート厚さは９ｍｍ以上かつ小梁のウェブ厚さ以上とする。

　等によって無理な形状となる場合に（ｂ）タイプを採用する。

（１）ガセットプレートの形状

ｒ＝１０

（ａ）小梁下端フランジ切欠無し

・（ａ）タイプの形状を標準とし、接合ボルト配列や受け梁と小梁の段差

・接合ボルトの仕様は特記による。

・ガセットプレート，スチフナープレートの鋼材は母材同等以上の強度のものとする。

★

１０～１５

１０

（回し溶接しない場合） （回し溶接する場合）

（２）ガセットプレート，バックスチフナープレートの溶接

・いずれの場合も受け梁フランジ面の溶接終端は外端部に置かず、スイッチバック

　してクレーター処理する事。

★

（３）受け梁よりも小梁の方が高い位置になる場合

（ｂ≦ａの場合） （ｂ＞ａの場合）

ｈｄｂ
ｈ

（ａ）段差が少ない場合（小梁せいの１／３程度まで）

★

１５～２０ｍｍ

ガセットプレートの溶接ビードが

小梁ウェブと干渉しない程度の離間

距離を確保する。

ボルト接合面は平滑に仕上げる事。

（４）柱面など、直交する部材面に取合う場合

ｈ ｈ

ａ
ａ

ｂ

ｂ

２０

４７．５

４７．５４７．５

３０

４０

以上

５０

４０
６０

１４０

６
０４

０
４０

４０
８７．５

６
０４

０
４０

４０
８７．５

６
０４

０
４０

４０
８７．５



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

０２６１／５０鉄骨詳細図

５，０００５，０００７，２１０

２２，３９５

ＲＳＴ

（横使い）

２ ３

ＳＧＬ

梁外面
柱外面

▽▽

Ａ

４

▽

壁芯

▽ 柱芯

１

ＭＲＳＴ

ＢＰＬ下端

Ｃ２０９

Ｃ２５２ Ｃ２５２

Ｃ２０９

□
－

２
０

０
ｘ

２
０

０
ｘ

９

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９

Ｈ－１５０ｘ１５０ｘ７ｘ１０

［
－

１
０

０
ｘ

５
０

ｘ
５

Ｈ
．

Ｔ
．

Ｂ
　

２
－

Ｍ
１

６
Ｇ

Ｐ
Ｌ

－
６

□
－

２
５

０
ｘ

２
５

０
ｘ

１
２

□
－

２
５

０
ｘ

２
５

０
ｘ

１
２

Ｈ－４００ｘ２００ｘ８ｘ１３

□
－

２
０

０
ｘ

２
０

０
ｘ

９

ＨＢ１５０ ＨＢ１５０

Ｔ

Ｔ

Ｇ２５

Ｇ２５

Ｇ３５

Ｇ２５ Ｇ２５

Ｃ２０９

Ｇ４０

７００

１０

７００

１０

７００

７００

１０

７００

１０

１０

ＧＪ３

ＧＪ３
ＧＪ３

ＧＪ１ ＧＪ１

Ｈ．Ｔ．Ｂ　１２－Ｍ１６
外ＦＰＬ－１２ｘ１２５ｘ４１０

Ｈ．Ｔ．Ｂ　８－Ｍ１６
２ＷＰｓ－６ｘ２９０ｘ１７０

外ＦＰＬ－１２ｘ１２５ｘ４１０
Ｈ．Ｔ．Ｂ　１２－Ｍ１６

Ｈ．Ｔ．Ｂ　８－Ｍ１６
２ＷＰｓ－６ｘ２９０ｘ１７０

Ｈ．Ｔ．Ｂ　８－Ｍ２０

Ｈ．Ｔ．Ｂ　１２－Ｍ２０

外ＦＰＬ－９ｘ２００ｘ４１０
内２ＦＰＬｓ－９ｘ８０ｘ４１０

２ＷＰＬｓ－９ｘ１７０ｘ２６０

（ＳＮ４９０Ｂ）
ＤＰＬ－１６

ＤＰＬ－１９
（ＳＮ４９０Ｃ）

折版受け

ＤＰＬ－１９
（ＳＮ４９０Ｃ）

（ＳＮ４９０Ｃ）
ＤＰＬ－１９

ＧＰＬ－９
Ｈ．Ｔ．Ｂ　２－Ｍ２０

ＤＰＬ－１９
（ＳＮ４９０Ｃ）

（ＳＮ４９０Ｃ）
ＤＰＬ－１９ （ＳＮ４９０Ｃ）

ＤＰＬ－１９

ＤＰＬ－１９
（ＳＮ４９０Ｃ）

（ＳＮ４９０Ｃ）
ＤＰＬ－１９

３０

５
０

５
０

５
０

５
０

０

２，５００ ２，５００ ２，５００

２
５

１
８

５

２１０ ２５

５０
９０

１，
１２

０

３０
５０

９０

１，
０２

０

５５
３１

０
５５

４２
０

４２０

３６
０

３６０
２６

０
５０

５０

２６０ ５０５０

６
，

２
５

０

１５
０

１５
０

５５３１０５５

１
，

８
７

０
４

，
３

８
０

３
，

８
１

０

２
０

０

以
上 以

上

５０

１３
５

５０ ２７０ ５０ ５０２７０

５０
３０

５０ ５０２１０

９０ 以上

１，
０２

０φ５５
φ４５

平面図

７００ ７００

７
０

０

Ｓ＝１／５０Ａ通り　鉄骨詳細図

※全ての鋼材は溶融亜鉛メッキ仕様とする。
（Ａ．ＢＯＬＴは除く）

特記事項

使用材料

角型鋼管柱

Ｈ形鋼など重量鉄骨

軽量鉄骨

外ダイアフラム

内ダイアフラム
溶融亜鉛メッキ高力ボルト

ＢＣＲ２９５

ＳＳ４００
ＳＳＣ４００

ＳＮ４９０Ｃ

ＳＮ４９０Ｂ

Ｆ８Ｔ （認定品）

※内ダイヤフラムに取り付くＧ２５梁の寄り寸法は柱面より２５とする。

ベースパック２０－０９Ｖ

ベースパック２５－１２Ｖ

ベースパック２５－１２Ｖ

壁
芯

▼ ▲
柱
芯

Ｃ２
５２

▲
柱
芯

Ｃ２
５２

▼
柱
芯

Ｃ２
０９

▼
柱
芯

Ｃ２
０９

２５０６１３



株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月

設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号
鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

Ｓ
一級建築士 第 号構　造

設計者 第 号構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５ 三浦友義

■ 設計　：　保有耐力継手

■ 梁鋼種　：　ＳＳ４００、ＳＮ４００

■ ボルト

■ 用紙サイズ　：　Ａ２大　梁　継　手　標　準　図（１）
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４０ ６０ ４０９０

ＰＬ－２９０×７０×９（内添板）

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

１７５

１０５３５ ３５

７０

３５３５

Ｍ２０

ＰＬ－２９０×７０×９（内添板）

ＰＬ－２９０×１７５×９（外添板）

９
９

ＰＬ－２９０×１７５×９（外添板）

９

梁サイズ Ｈ－３５０×１７５×７×１１

ＰＬ－２９０×７０×９　（４枚）

フランジ ＰＬ－２９０×１７５×９　（２枚）

ボルトＭ２０　（１６本）

ウェブ ＰＬ－２６０×１７０×６　（２枚） ボルトＭ２０　（６本）

内添板

外添板

添板

９

ＰＬ－２９０×１７５×９（外添板）
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９
０

ＰＬ－２６０×１７０×６

６

９
０

ＰＬ－２６０×１７０×６

：　ＨＴＢ－Ｆ８Ｔ

ＨＴＢ－Ｆ８Ｔ

大梁継手標準図
０２７Ａ２：　１／１０

Ａ３：　１／１４．１

■ 　：　使用鋼材は、溶融亜鉛メッキ仕様とする。
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ＰＬ－４１０×１２５×１２

Ｈ－２５０×１２５×６×９ Ｍ１６
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梁サイズ Ｈ－２５０×１２５×６×９

フランジ ＰＬ－４１０×１２５×１２　（２枚） ボルトＭ１６　（２４本）

ウェブ ＰＬ－２９０×１７０×６　（２枚） ボルトＭ１６　（８本）

添板

添板

２５

９
０

６

ＨＴＢ－Ｆ８Ｔ

梁サイズ Ｈ－４００×２００×８×１３

ＰＬ－４１０×８０×９　（４枚）

フランジ ＰＬ－４１０×２００×９　（２枚）

ボルトＭ２０　（２４本）

ウェブ ＰＬ－２６０×１７０×９　（２枚） ボルトＭ２０　（８本）

内添板

外添板

添板
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株式会社日産技術コンサルタント
一級建築士事務所 東京都知事登録 第５８１４５号

設計年月 ２０２５　－　３
工事名

図面名
縮尺

図面番号

Ｓ
設計者 一級建築士 第３２４６２４号 平山　純

設計者

構　造 一級建築士 第 号

第 号 三浦友義構造設計一級建築士

１８３８８２

　　　８５５

鹿島地方事務組合　波崎中継施設建設工事

鉄骨関係部分詳細図 ０２８

Ａ－内ダイアフラムと梁の寄り寸法（コラム材使用）

　・裏当ての組立て溶接は角部を避けて行う。
　・梁フランジの溶接は、Ｒ止まりまでの範囲に納める。

　・内ダイアフラム幅内に、梁フランジを納める。

ｅ１：梁の寄り寸法

小梁芯

小梁取合いボルト

小梁端ボルト　　Ｌ

Ｍ１６ １９５

Ｍ２０ ２０５

Ｍ２２ ２３０

手動式シャーレンチ

平面的にかわす場合の目安

１．水平ブレースは原則として部材芯合わせとするが、 イ の様に小梁，つなぎ等のボルトの締付けが不可能の場合は、 ロ の様に平面的に

入る寸法を確保するか、又は、協議し高力六角ボルトに変更する。 ハ の様に高さ方向に５０ｍｍかわす事が出来る場合は、

小梁又はつなぎ材

イ

ロ

ブレース取合いボルト

シャーレンチ

小梁取合いボルト

高さ方向でかわす場合

Ｂ．Ｓ

Ｂ．Ｓ

水平ブレースの引付け点

２．ブレースの下がり位置Ｈは特記による。

ａ －ＳＥＣ

ａ

Ｌ

５
０

Ｈ

ハ

引付け点を極力、部材芯の交点に合わせる。

引付け点を変えて、手動式シャーレンチが

６５
６５

ａ－ＳＥＣ

ａ

Ｌ

５０
以上

２０
５０－５００

２．梁材がＨ－７００ｘ３００以上の場合はＣ－１００ｘ５０ではボルトが折板下端に当たるため、

　Ｃ－１２０ｘ６０ｘ２０ｘ２．３に変更のこと。

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３折板受ＦＢ－６ｘ６５

ＦＢ－６ｘ６５

Ａ－折板受材（ラーメンジョイント部）（１）

１．スプライスＰＬ幅（Ｌ）が５２５㎜以上の時は（イ）材を取り付けること。

３．現場溶接時は、ＨＴＢボルトに極力、熱を与えない様に注意すること。

Ｌ≧５２５㎜の場合

Ｌ＜５２５㎜の場合

　ＰＬ－６
（イ）

（イ） （イ）

Ｌ

ＬＬ

折板妻タイトフレーム受材

【外壁立上りの場合】 【ケラバ包みの場合】

外部側内部側外部側内部側

Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３
Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

妻用

タイトフレーム

妻用

タイトフレーム

２．Ｌ寸法、ピッチ等は特記による。

１．屋根折板の場合は、必ず妻用タイトフレーム受材：Ｃ－１００ｘ５０を入れること。

　但し、ジョイント部のかさ上げがＣ－１２０ｘ６０の場合は同部材を使用。

８０８０

合成スラブ用デッキプレートの割付け

スパン

５０

１．デッキＰＬの割付けは各通りの大梁間で割付けすることを基本とし、
　端数はフラッシングにて調整する。

　（大梁の上をデッキＰＬの山部がまたがないようにすること。）

大梁

合成スラブ用デッキプレート

大梁

※５０：梁上スタッドで、デッキプレートと梁との接合方法がアークスポット
　溶接の場合、デッキの幅方向の梁にかかる寸法は３０ｍｍで良い。

デッキ貼り方向

※５０

フラッシングプレート
（調整プレート）

２．焼抜き栓溶接の場合、スパンの両端をフラッシングで調整してはいけない。

４５ ゜

Ｈｈ

ｈ

５０ １０ Ｄ．ＰＬ受ＦＢ

１．床がＤ．ＰＬの場合、ラーメンジョイントの部分には、Ｄ．ＰＬ受のＦＢを取付けの事。

　　取付けはＤ．ＰＬ流れ方向及び直交方向共必要。（ イ ）

　　柱立ち上がり部は、Ｄ．ＰＬの流れ方向のみ設置。但し、その場合もＨ≦５０の時は不要。

２．ロ の様に開口部に面した所にはＤ．ＰＬ受を取付けない事。

Ｄ．ＰＬ流れ方向

Ｄ．ＰＬ受ＦＢ

大
梁

柱

大
梁

大梁

柱

大
梁

階段開口等

大梁

イ

ロ

デッキプレート受材（ラーメンジョイント部等）

梁伏図

ｈ寸法

・スチールタブ使用時：ｈ＝５０ｍｍ程度

・固形タブ使用時　　：ｈ＝１０ｍｍ程度

Ｄ．ＰＬ受材（鋼種：４００Ｎ級鋼）
・一般デッキプレート　　：ＦＢ－６ｘ６５

・フラットデッキプレート：ＦＢ－６ｘ３２

倒れ防止筋　Ｄ１０＠３００
ｔ＝１．２
コン止めＰＬ

＠３００

コン止めＰＬ
ｔ＝１．２

溶接

【持出距離　１００～２００㎜の場合】【持出距離　０㎜　の場合】

＠３００

【持出距離　０～１００㎜の場合】

コン止めプレート　取付け要領　（スラフ゛厚：１３０㎜程度 ）

コン止めＰＬ
ｔ＝１．２

＠３００

※倒れ防止筋は、始終端を
折曲加工の上、コン止めＰＬ

【 倒れ防止筋の施工 】

及び梁に溶接すること。

コン止めＰＬ

梁

倒れ防止筋

梁梁 梁

○Ｘ

　隅肉溶接を断続して行った場合、めっき工程中の酸洗い時に酸が溶接していない

箇所から密着部に侵入し、その酸がめっき又はめっき後ににじみ出て、不めっきや

さびの発生原因になる。よって４面の全周溶接が必要である。

２面溶接 ４面溶接

ピース材の溶接（溶融亜鉛メッキの場合）

・母屋・胴縁ネコピース等

２０ｃｍ

２０ｃｍ ４０ｃｍ

１０ｃｍ

　プレート間のすき間内に存在する水分・空気がめっき浸漬中に蒸発膨張し、

溶接部が破断することを防止するための処置である。また、板厚が異なる板を

重ねる場合は、めっき浸漬中の熱膨張の差からプレートに変形が出ることも
２

重ねプレートの溶接（溶融亜鉛メッキの場合）

・ブレースシート等（２枚重ねとなる場合）

　重ね継手部分は、上下面とも全て隅肉溶接とする。

あり、特に注意が必要である。重ね面積は、概ね４００㎝ を上限とする。

Ｂ

溶融亜鉛メッキ水抜き孔（３）

ガセットプレート部

　　　リブプレート部

梁

孔明け加工

３５φ以上

【丸孔形式】 【スカラップ形式】

・スカラップ形式を基本とする。
大梁

小梁

大梁

孔明け加工

３５φ以上

水平断面

スチフナー

ｒ＝４０㎜以上

柱

スチフナー部

※

※ｒ＝４０ｍｍ以上

但し、プレートの梁フランジへの

かかり寸法（ａ）は２０㎜以上を確保すること。

ａ≧２０㎜

溶融亜鉛メッキ水抜き孔（２）

３．下記ノンスカラップ形式を基本とする。

２．開先方向については、協議する。

１．溶融亜鉛メッキの場合は、裏はつり形式を

　基本とする。

（２）仕口部
ア部

②ノンスカラップ

５㎜以上

５㎜
以

上

ｒ１＝３５㎜

ｒ２＝１０㎜

３
５

３５φ以上

①複合円型スカラップ

【ア部詳細】

溶接ビード

やむを得ない場合は、工事監理者の承認を得て、

複合円形スカラップ可とする。

柱が角形鋼管の場合のダイアフラム及びベースプレート

溶融亜鉛メッキ水抜き孔（１）

Ｒ

３５φ以上

Ｒ　≧　Ｈ／３

（塞ぎプレート）

５０φ

５０φ

５０φ

３５φ

５０φ

３５φ

３５φ

５０φ

４０φ

コーナー部貫通孔センター貫通孔（Ｒ）

１６０φ

１９０φ

２２０φ

２５０φ

１２５φ

１６０φ

９０φ

－

－

３０％以上

３０％以上

２５％以上

２５％以上

２５％以上

２５％以上

２５％以上

３０％以上

３０％以上

３０％以上

閉鎖断面積に対する比率コラムサイス゛

５５０以上

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

２００

１７５

１５０

５５０以上サイズについては、孔の大きさが２５％以上となるよう設定する。

１．ＴＯＰプレートからの雨水の浸入を防止するため、めっき

　処理後、塞ぎプレートを全周溶接にて取り付ける。溶接後

　はローバル等にて補修塗装を行う。

２．メッキ水抜き孔の孔径は下記を目安とする。

Ｈ

【内ダイアフラム】

【デッキプレート】

【水平ブレース】

【折　板　受　材】

【溶融亜鉛メッキ】

内ダイアフラム

開先面

０～１００

３０

１００～２００

１
６
５
㎜
程

度 ３
０

大梁
柱

・柱梁面合わせ不可

【パネル部コラム材使用の場合】

柱のＲ寸法　（ｔ：柱の板厚）

　Ｒ：２．５ｔ１（ＢＣＲの場合）以上
　　：３．５ｔ１（ＢＣＰの場合）以上

　　：３．０ｔ１（ＳＴＫＲの場合）以上

大梁

大梁

大
梁

ア

ア－ＳＥＣ

内ダイアフラム

内ダイアフラム

梁フランジ

　Ｒ止まり

固形エンドタブ

角形鋼管

スカラップ

開先面 裏当て金

梁フランジ

　Ｒ止まり角形鋼管

裏当て金

（スカラップを設けた場合） （スカラップを設けない場合）

柱のＲ周辺の納まり

固形エンドタブ 固形エンドタブ

溶接 溶接

スカラップが梁フランジ外面から

内側に入らない様に製作する。

梁フランジが柱のＲ部分に

かからない様に製作する。

スカラップ径は、３５㎜以下とする。
１

□－２５０ｘ２５０ｘ９

Ｇ２５

ｔ＝９　Ｒ＝２．５ｔ＝２２．５より
ｅ１＝２５ｍｍ

鉄骨関係部分詳細図


